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1
魂に関する研究を正しく進めるために
は、難関に立ち入って解決しておかね
ばならない諸問題とか、難関にじかに
踏みとどまって、少なくとも次の成果だ
けは、すなわち、そこに含まれている難
点を知るという成果だけはあげておか
ねばならない諸問題を、考察の対象と
して取りあげる必要があるであろう

というのも、多く
の原論を費やし
て考察を進めな
がら時を有効に
過ごすことがで
きるのは、この
魂に関する問題
以外に何があろ
うか

このように言うのは他に
多くの理由があるので
あるが、とりわけ魂が何
の原理で、何に由来す
るのかという二点につい
て、この問題は、われわ
れに知識を与えてくれ
るからである

なお、魂にかか
わる事柄を吟味
することによっ
て、われわれは
「自己自身を知
るように」との神
のお勧めにした
がうことにもな
るであろう

それに、他の事柄を追求し発
見しようとするばあいには、「探
求に従事している当のものが、
いったい何であるか」を探求す
るのが妥当であり、われわれ
が、自分の恋心を掻き立てる
観もの（τὸ θέαμα ト・テアー
マ）に憧れ、これを把握しようと
している時には、なおさらそうで
ある

というのは、宇宙内におい
ても二面性（τὸ διττόν 
ト・ディトン）が観られたので
あるから、部分的なもの（す
なわちわれわれ）において
も、（その魂には）上下いず
れにより多く向かっているか
についての二面性があると
考えるのが妥当であるから
である

なお、われ
われは、「魂
たちがどうし
て神々の受
容者なので
あるか」とい
う問題も考
察する必要
がある

しかし、この
問題は、「魂
はいかにし
て肉体のな
かに生じる
のか」を探
求する時に
論じることに
しよう

それで今
は、もう一
度、「われわ
れの魂も宇
宙の魂から
生じる」と主
張する人び
との説にも
どっていくこ
とにしよう

おそらく彼らは、「われわれの魂が宇宙
の魂の到達するものと同じものに到達
するという事実も、

19�また、われわれの魂が宇宙の魂と
同じ程度に知的であることに同意した
としても、

その同じ程度に知的であるということ
も、われわれの魂が宇宙の魂の部分で
はないことの、十分な証拠とはならな
い

（われわれの魂が宇宙の魂より派生し
たのではないということの）十分な証拠
ととはならないし、 なぜなら、

部分も全体
と同種であ
るのだから」
と

主張するで
あろう

23�そして、
プラトンは
「宇宙が魂
のあるもの
であること」
を証明しよ
うとして、

「われわれの肉体が
宇宙の肉体の一部
であるように、われ
われの魂も宇宙の
一部である（『ピレポ
ス』30a3）」と言っ
ているのであるが、

彼らは、「そのば
あいのプラトン
は、自分たちと
同じことを考え
ているのだ」とし
て、プラトンさえ
も引き合いに出
すであろう

そして彼ら
は、次のよう
にも言うで
あろう

すなわち、「それにまた、『われわれは宇宙
の回転運動にしたがう』とか、『われわれは
自分の性格（τὰ ἤθη�タ・エーテー）や運命
をかしこから受け取って、この宇宙内に生
まれ出る時、われわれを囲む宇宙から魂を
得る』ということが（プラトンの口から）語ら
れ、

かつそれは、明白な事実として証
明されてもいるのだから」と

30�そして、「われわれのばあいに、われわ
れの（魂の）それぞれの部分がわれわれの
（全体としての）魂から得るものを、われわ
れ（の全体としての魂）も、これと同じ関係
で

−ーというのは、われわ
れは全体者（としての
宇宙）との関係では、部
分だからであるが−ー

全体者としての（宇
宙の魂）から分取す
るのである」と言
い、

33�「それに、『魂は全体として、魂なきも
のの全体を配慮する（『パイドロス』
246b6）」ということも、同じことを示してい
るのであって、

（プラトンは）魂の外側
には、つまり全体者（と
しての宇宙）の魂を超
えたかなたには、何も
残していないのである

なぜなら、魂なきも
のの全体を配慮す
るのが、これ（宇宙
の魂）なのであるか
ら」とも言うであろう
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そこで、彼らの
右のような見解
に対して、われ
われは、まず、
次のように言わ
なければならな
い

すなわち、「彼らは、
われわれの魂も宇
宙の魂と同じものに
かかわりを持つこと
を容認して、両方の
魂を同種のものと
みなしているのであ
るから、

同一の類をその二
つの魂に共通のも
のとして与えること
によって、（われわ
れの魂を宇宙の魂
の）部分（とみなす
こと）から締め出し
ていることになる」と

いや、むしろ、「（彼
らの見解からすれ
ば）われわれの魂と
宇宙の魂は、すべ
てが同じ一つの魂
である」と言ったほう
が正しいであろう。

だが、もし彼らが
（われわれの魂と宇
宙の魂を同じ）一つ
の魂とするのであれ
ば、彼らはその（一
つの）魂を、それと
は別のものに依存
せしめることになる
のであって、その別
の或るものは、

もはやこのものやあのも
の（の魂として、われわ
れとか宇宙などという
或る特定のもの）に属す
るのではなく、それは宇
宙にであれ、他の何ら
かのものにであれ、い
かなるものにも属さない
ものとして、

宇宙や他の何
か魂のあるもの
に属するもの（と
しての魂）を作
るものであるこ
とになる

なぜなら、「魂
は少なくともウ
ーシア（真実在）
なのであるか
ら、そのすべて
が特定のものに
属するのではな
い。

事実、特定のものに
はまったく属さない
魂があるのであっ
て、特定のものに属
する魂も、一時的・
付帯的にそうなって
いるにすぎない」と
いうことにまちがい
はないからである

しかし、「部分」とい
うことばが、このよう
な問題のなかで、ど
のような意味で使
われているのか、も
っとはっきりと把握
する必要があるで
あろう

13�かくして、もしそ
の「部分」ということ
ばが、「物体の部
分」という意味で使
われているのであ
れば、その物体が
ホモエイデス（均質
のもの）であろうと
不均質のものであ
ろうと、

われわれは次の事
実のみを、すなわち
「同質の部分から成
る物体に関して『部
分』ということばが
使われる時には、そ
の『部分』ということ
ばは嵩との関連で
用いられているので
あって、

たとえば『白さ』とい
うようなエイドス
（質）との関連で用
いられているのでは
ない」という事実の
みを指摘するにとど
め、それ以上、「部
分」の意味を詮索す
る必要はないであろ
う

というのも、一
部分のミルクの
なかにある白さ
は全体のミルク
の白さの部分で
はないから、

つまり、それは
部分の白さであ
って、白さの部
分ではないから
である

なぜなら、白さ
はまったく大き
さのないもので
あって、量では
ないからである

20�物体につい
て述べられる、
「部分」の意味
については、右
の説明で十分
であるとしてお
こう

これに対して、われ
われが非物体的な
ものについて「部
分」ということばを使
う時には、数のばあ
いに使うような意味
で、すなわち「二」が
「一〇」の部分であ
るというような意味
で、

「部分」とい
うことばが
使われてい
るのか

−ーしかし、この
ばあいには、純
粋数のみとの関
連で「部分」とい
うことばが使わ
れていると解し
てもらいたい−
ー

それとも、円を
線の部分といよ
うな意味で使わ
れているのか、
あるいは学問の
部分というよう
な意味で使わ
れているのか、
そのいずれかで
あることになる

さて、数の諸単位や幾
何学場の図形のばあい
には、物体のばあいと
同じように、全体は部分
に分けられることによっ
て減少するばかりでな
く、各部分は全体より小
でなければならない

これは明らかであ
る。つまり、数の単
位や幾何学上の図
形は量であり、量に
おいて成り立ってい
るのであって、アウト
ポソン（量それ自
体）ではないのであ
る

だから、より大
きくなったりより
小さくなったりす
るのは、どうして
も必然なのであ
る

だからこそ、魂
のばあいには、
そのような意味
で「部分」という
ことばを使うの
は、許されない
のである

なぜなら、魂のばあ
いに使われる「部
分」ということばは、
「全体としての魂が
一〇で、部分として
の魂が数の単利で
ある」というような意
味での量ではない
からである

もしそうでなけれ
ば、他にも多くの奇
妙なことが帰結する
ことになるが、とり
わけ、一〇は単一
なものではないこと
になるであろうし、
数の単位のそれぞ
れが魂であることに
なるか、

あるいはその（全体
としての）魂はまっ
たく魂のないものか
ら成り立っているこ
とになるかの、いず
れかであることにも
なってしまうであろ
う

35�さらに、全体
としての魂の部
分は（全体と）同
種であることが
容認されてもい
るのである

しかし、連続し
た大きさのばあ
いには、たとえ
ば円や四角形
の部分のよう
に、部分は必ず
しも全体に類似
しているわけで
はないし、

部分を全体
に似ている
ものとしてと
らえることの
できる図形
のばあいに
も

−ーたとえば三
角形のばあいに
は、（部分として
の）三角形をと
らえることがで
きる−ー

少なくとも、
その部分の
すべてが類
似している
わけではな
くて、異なっ
ているので
ある

だが、彼ら
は、「魂は均
質なるもの
である」とみ
なしている
のである

なお、線のばあ
いには、その部
分も線であるこ
とを保持しては
いるが、しかし、
このばあいで
も、部分は全体
と大きさにおい
て異なっている
のである

だが、魂のばあ
いに。「部分的
な魂の全体とし
ての魂に対する
ちがいは、その
大きさにある」と
言うのであれ
ば、

魂は量のあ
るものであ
ることになろ
うであろう
し、物体で
あることにな
るであろう

というのも、
そのばあい
には魂であ
る限り、その
ちがいを量
からとってい
ることになる
からである

だが、「すべ
ての魂は類
似しており、
そのすべて
が全体であ
る」ことが、
すでに前提
として認め
られている
のである

45�それで、魂が大きさ
と同じような意味で部
分に分けられるもので
ないことは明らかである
し、われわれと見解を
異にする者たちでさえ、
全体としての魂が部分
に切り刻まれることには
同意しないであろう

なぜなら、もし
そうでなけれ
ば、彼らは全体
としての魂を
（部分に切り刻
むことによって）
消滅させてしま
うことになり、

その魂は初めは
とにかく何らか
の意味で全体と
して存在してい
たとしても、（最
後には）単なる
名前にすぎなく
なってしまうか
らである

それはたとえば、ぶどう
酒がたくさんの部分に
分けられた後で、一つ
一つの壷のなかに入れ
られた一定量のそれぞ
れを全体としてのぶどう
酒の部分であると言う
のに似ていると言える
であろう

50�では、はた
して学問の定理
が「全体として
の学問の部分」
と言われるよう
な意味で、「部
分」ということば
が使われている
のであろうか

このばあいには、全体として
の学問は、たとえ部分に分
けられても、なお全体的な
学問として存続しているの
であって、そのばあいの分
割は、いわばその学問のそ
れぞれの部分のプロポラー
（発現）であり、エネルゲイ
ア（現実の活動）のようなも
のであるが…。

まことに、この種
の分割において
は、それぞれの
部分は全体とし
ての学問を可
能態において持
つとともに、

全体としての学
問も、たとえ分
割されようと、な
お全体性を保
持しているので
ある

もしまことに、全
体としての魂と
部分としての魂
のばあいに、同
様の関係が成り
立つとすれば、
そのような部分
を持つ全体とし
ての魂は、

或る特定のもの
に属するのでは
なくて、それ自
身のみで存立し
ていることにな
るだろう

とすると、その
全体としての魂
は、宇宙の魂で
は決してなく、
宇宙の魂でさえ
も、或る特定の
魂として、部分
的な魂の一つ
であることにな
るであろう

してみると、そ
れぞれの部分
的な魂は、その
すべてが同種
であるから、一
つの魂の部分
であることにな
る

55�しかし、一
方の魂は宇宙
の魂で、他方の
魂は宇宙の諸
部分の魂である
などということが
どうしてありえよ
うか

3
では、はたし
て、われわれの
魂は次のような
意味で、すなわ
ち、人が一つの
生きものを例と
してあげ、その
小指に宿ってい
る魂を、

「その生きもの
全体に宿る全体
としての魂の部
分」と言うばあい
のような意味
で、「宇宙の魂
の部分」と言わ
れるのであろう
か

しかし、その説にしたがえ
ば、「いかなる魂も肉体の
外にはない」のか、あるいは
「すべての魂が肉体に宿る
わけではなくて、万有の魂
と言われているものは、宇
宙という肉体の外にある」の
か、そのいずれかであるこ
とになるであろう

この件は、考察に値
する問題であるが、
今はとりあえず、そ
の（生きものとして
の人間の）比喩にし
たがえば、「部分」と
いうことばがどのよ
うな意味で使われ
ているのかを吟味し
なければならない

というのも、もし「宇
宙の魂が部分とし
ての生きもののす
べてに自己自身を
与える」のであれ
ば、そしてそのよう
な意味で、それぞ
れの魂が（宇宙の
魂の）部分なのであ
れば、

「宇宙の魂は、部分に
分けられることによっ
て、（部分に分けられ
た）自己自身をそれぞ
れの（個別的な）生きも
のに与えるのではなく
て、同じ魂が全体とし
て、いたるところにある」
ことになるからである

しかし、もしそうであれ
ば、もはや全体としての
魂と部分としての魂を
区別することは許され
なくなるであろうし、とり
わけ、多くのものに（宇
宙の魂の）同じ力がそ
なわっているとすれば、
そうであろう

13�つまり、たとえば眼
と耳のばあいのように、
別々の働きを持っている
諸部分（諸器官）のばあ
いでも、人は「見る働き
と耳には、魂のそれぞ
れ異なった部分（能力）
がそなわっている」と言
ってはならないのであっ
て

−ーこのような
魂の分割は、わ
れわれとは見解
を異にする者た
ちのすることで
ある−ー

むしろ、「たとえその二
つの部分で作用する力
は異なっていても、その
二つには同じ能力がそ
なわっている」と言わね
ばならないのである

なぜなら、眼に
宿っている能力
にも耳に宿って
いる能力にも、
すべての力がそ
なわっているか
らである

というのは、感
覚器官が異なっ
ているから（対
象の）把握に異
なりが生ずるの
であるが、しか
し、これらの把
握はすべて、諸
形相を対象と
し、

つまるところは、
あらゆる形相を
形相として受け
いれることの可
能な魂（の働き）
に帰属すること
になるからであ
る

そして、「すべて
の形相は、一つ
のものに達する
のが必然であ
る」という事実
も、このことを明
示しているので
ある

というのは、感
覚対象を把握
する道具として
の諸感覚器官
は、そのすべて
がすべてを受領
しうるわけでは
なく、

また諸感覚器官に生ず
るパテーマタ（経験）も
異なっているけれども、
（それらの経験の）判定
は、いわば話されたこと
ばや実践された行為を
注意深く観察している
裁判官にも似た、同一
の原理によって行われ
るからである

25�しかし、すで
に述べられたよ
うに、魂はどこに
おいても一つな
のであり、種々
の異なった作用
を営んでいても
一つなのであっ
た

それに、もしわれわれの
魂が（宇宙の魂の部分
として、その役割は）い
わば諸感覚作用であれ
ば、われわれ各人が独
自に知的作用を営むこ
とはできず、あの（宇宙
の）魂のみがこれを行う
ことになったであろう

だが、これに対し
て、もし知的作用が
（われわれの魂に）
固有なのであれ
ば、われわれ各人
の魂はそれ自体で
独自に存在している
ことになるであろう

しかし、他方、もし
われわれの魂が分
別知を持っている魂
であれば、しかも、
全体としての（宇宙
の）魂がそうである
と言われるような意
味で分別知の働き
を持っているのであ
れば、

<部分と言われ
ているもの>は
（全体と）同じで
あって、全体の
部分ではないこ
とになるであろ
う

4
すると、もし魂
が右に述べられ
ているような意
味での一つであ
れば、人がそこ
から結果する問
題を探求しなが
ら、

まず、「右のよう
な意味で一つ
の魂が、同時に
すべてに内在す
ることができる
のかどうか」とい
う疑問を提出
し、

次に、「魂は一
部では肉体に内
在するけれど
も、別の一部で
は肉体に内在し
ないなどという
ことが可能なの
かどうか」という
疑問を提出した
時、

われわれはこれ
に対して、何と
答えるべきであ
ろうか

4�というのも、お
そらく、「魂は常
に全体として肉
体のなかにあ
り、特に宇宙の
魂はそうであ
る」という結論に
達するであろう
から

なぜなら、宇宙
の魂は、われわ
れの魂のように
「肉体を見捨て
る」とは言われ
ていないからで
ある

もっとも、或る
人々の言によれ
ば、「われわれ
の魂はこの特定
のもの（肉体）を
後にするが、完
全に肉体の外に
あることになる
わけではない」
のであるが…

しかし、もしわれわ
れの魂が完全に肉
体から脱出すること
になるのであれば、
（われわれの魂も宇
宙の魂も）同じ魂で
あるのに、どうして
一方は肉体を後に
し、他方はそうでな
いのだろうか

10�事実、たし
かに、<異他性
によって自分自
身をたがいに分
離していない諸
部分に区別する
ことができるけ
れども、諸部分
が常に一体をな
している知性>

−ーというのは、
知性の本性は
分割不可能な
ものだからであ
るが−ー

のばあいに
は、右のよう
な疑問が生
じることは決
してないで
あろう

だが、「諸物体の領
域では分割されう
る」と言われている
魂のばあいには、
「魂は全体として一
つのものである」と
いう右の説には、多
くの疑問が生じるで
あろう

そこで人は
次のように
想定すれば
よいであろう

すなわち、「物
体のなかに落ち
込むことなく、そ
れ自体で存立し
ている一つのも
の（としての魂）
がある。

そして、その一
つのものからす
べての魂、すな
わち宇宙全体
の魂とそれ以外
の魂が生ずるの
であって、

それらの魂は或
る段階まではい
わばたがいに結
びついており、
いかなる事物の
ものともならぬ
ことによって一
つとなっている
のである。

そして、それら
の魂は、その先
端において上位
のものにしっか
り結びつけられ
たままで、ここ
へ・かしこへと
突き進んで行く
のであるが、

その様は、地上に
向かった光が家々を
照らすことによって
分割されながら、実
際には分割されて
いるのではなくて、
やはり一体性を保っ
ているのに似ている
と言えるであろう」と

23�事実、宇宙
の魂には（地上
界への）降下も
なければ劣った
部分もなく、ま
た地上界の諸
事物へ自らを向
け変えることも
ないので、

それは常にこの地上界の上
に位置を占めているのであ
るが、われわれの魂のほう
は、その（下位の）部分がこ
の地上界の事物のなかに
限定されたり、世話を必要
とするものに気をとられたり
するので、常に地上界の上
に位置を占めているとは限
らないのである

それゆえ、一方
の魂、つまり宇
宙の魂の最下
位の部分は、巨
木に宿る魂、す
なわち労せずし
て静かに巨木を
管理する魂に似
ているのに対し
て、

われわれの下
位の部分は、い
わばその樹木
の腐った部分に
生じる昆虫のよ
うなものなので
ある

−ーなぜなら、
魂のある物体
は、宇宙（万有）
内で、そのよう
なあり方をして
いるからである

−ーこれに対して、それ
とは別の魂、すなわち
全体としての魂の上位
の部分と同種の魂は、
いわばその樹木のなか
の昆虫に注意し、その
樹木に気を配っている
農夫のようなものなの
である

あるいは、人は次のよう
な人、すなわち<健康
な時や他の健康な人び
とと一緒になっている時
には、実践によってであ
れ、観照に従事すること
によってであれ、観照に
従事することによってで
あれ、

自らのなすべき事柄に
かかわっているけれど
も、病気になっている時
や肉体の世話に追われ
ている時には、その肉
体にかかりきって、その
肉体にかかりきって、そ
の肉体の奴隷となって
いる人>にたとえること
ができるであろう

5
しかし、それでもな
お、或る魂はあなた
の魂であり、他の魂
はこの人の魂で、別
の魂は別の人の魂
であったりするのは
どうしてなのであろ
うか

すると、はたして魂
は、下位の部分で
は特定の個人に属
するけれども、上位
の部分では個人に
は属さず、むしろ、
あの高度の世界に
属するのであろうか

しかし、そうだと
すると、ソクラテ
スの魂が肉体
に宿っている時
には、ソクラテ
スは存在するで
あろう

しかし、彼の魂
が最善なるもの
に到達したまさ
にその時に（ソ
クラテスとして
の存在は）消滅
してしまうことに
なるであろう

5�いや、真
に存在する
ものは、い
かなるもの
も消滅しな
いのである

つまり、諸々の
個別的な知性
は、物体のよう
に諸部分から成
っているもので
はないのである
から、あの世界
においても消滅
することはない
のであって、

それぞれが異
他性において区
別されながら
も、存在の本質
的な同一性を
保持しながら存
続しているので
ある

してみると、こ
のことは個別的
な魂にも適用さ
れることになる
であろう

8�それら個別的な魂は
個別的な知性に続くも
のとして、自分たちの
依存する個別的な知性
に結びついており、個別
的な知性のロゴスであ
って、個別的な知性より
もさらに展開の度合い
をましているものなので
ある

展開の度合いとは何か？
つまり分割され
がたい個別的
な知性のそれ
ぞれに結びつい
ているので、分
割されることを
欲したけれども
完全な分割へ
達することはで
きず、

「同」と「異」を保
持することによ
って、それぞれ
が一つであると
ともに全体が一
体をなしている
ものとしてとど
まっているので
ある

すなわち、個別
的な魂は、いわ
ば簡潔なものか
ら複雑多様なも
のが生じるよう
にして生じ、そ
の簡潔なもの
に、

15�かくし
て、論述の
要点をまと
めてみると、

「すべての魂は一つの魂から生じ、
一つの魂から生じた多くの魂は、知
性と同じように分割されておりかつ
分割されてない。そして（上方に）と
どまっている（一つの）魂は知性の
一つのロゴスであり、その（一つの）
魂から部分的で素材を伴わない
諸々のロゴスが生じるのであって、
それはあの知性界におけると同様
である」

ということに
なるであろ
う

6
だが、宇宙の魂は
（個別なものの魂
と）同種であるの
に、なぜ、その宇宙
の魂はこの世界を
作り、個別的なもの
の魂はこの世界を
作らなかったのであ
ろうか、

個別的なものの
魂も（宇宙の魂
と同じように）自
己自身のなか
にすべてを所有
しているのに…

ーーというのも、「個
別的なものの魂は、
多くのもののなかに
生じることが可能で
あると同時に、また
一つの魂としてある
ことも可能である」
ということが、すで
に述べられたからで
あるーー

われわれの魂
が多であるとと
もに一であると
いうこと、第3
章7行以下、
第4章1行以

今から、この
問題につい
て話し手い
かねばなら
ない

なぜなら（ここから出発すれ
ば）、人はおそらく、「同じもの
がそれぞれ異なった物体のな
かにあって、それぞれ異なった
作用を及ぼしたり、受けたり、あ
るいは及ぼしもすれも受けもす
るのは、どうしてなのであること
か」ということも識ることができ
るにちがいないからである

いや、はじめ
に提出され
た疑問点に
論述を絞っ
て、考察し
ていく必要
があるだろ
う

8�それでは、個別
的なものの魂のほう
はこの世界の一部
を管理するにすぎな
いのに、宇宙の魂の
ほうは、どのようにし
て、なぜ、この世界
を作ったのであろう
か

同じ知識を持ってい
る人びとでも、或る
人びとはより多くの
事柄を支配し、別の
或る人びとはより少
ない事柄を支配す
るとしても、それは
別に不思議なこと
ではないのである

しかし、な
ぜ、と、人は
問い返して
くることも考
えられるだ
ろう

11�しかし、「魂
にも（人びとの
ばあいと同じよ
うに、支配力に
も程度の）差が
あるのである」と
人は答えればよ
い

すなわち、或る
魂（宇宙の魂）
は全体としての
魂から離れてお
らず、あの世界
にありながら自
分のまわりに肉
体を持ったので
あって、

その限りに置いて協力
な支配を発揮するので
あるが、個別的なもの
の魂のほうは、いわば
自分達の姉妹にあたる
魂の支配のもとに既に
存在している肉体を籤
で割り当てられたので
あって、

その肉体は、姉
妹にあたる魂が
個別的なものの
魂に前以て用
意した住処のよ
うなものなので
ある

なお、宇宙の魂は全体
としての知性を観るの
であるが、個別的なも
のの魂のほうはむしろ
自分たちの知性を、つ
まり部分的な知性を観
るのであって、この点で
も、（支配力の差が）出
てくるのである

だが、おそらく、
個別的なものの
魂も（この世界
を）作ることがで
きるのであろう
が、宇宙の魂の
方が初めに制
作を始めて作っ
たので、

そのうえ個別的
なものの魂も
（この世界を）作
るなどということ
は、もはや可能
ではなかったの
である

だが、たとえ他
のどのような魂
が第一位の立
場を保持しよう
と、人は同じ疑
問を持つことに
なったであろう

それで、「宇宙
の魂のほうが緊
密に上位のもの
に結びついてい
るので（この世
界を作ったので
ある）」と言った
ほうがよいであ
ろう

知性界

なぜなら、あの
知性界に傾いて
いる魂たちのほ
うが大きな力を
持っているから
である

傾く（νεύειν�
ネウエイン）は
魂の感性界へ
の降下との関
連で用いられ
る場合が多い

つまり、それら
の魂は（知性界
のほうに傾くこと
によって）自らの
安全を維持しな
がら、容易に制
作するわけであ
る

というのも、「自
分の制作したも
のにおいて影響
を受けることは
ない」ということ
が、より大きな
力の特徴だから
である

そしてこの
力は、魂が
上方の世界
にとどまるこ
とによって
得られるの
である

だから、宇宙の
魂は自己自身
のなかにとどま
っているのに、
その制作対象と
なるものが自分
に近づいてくる
のであるが、

個別的なも
のの魂のほ
うは、自分
から（感性
界のほうに）
向かって行
ったのであ
る

だから、個別的
なものの魂は
（知性界を）離
れて（素材界
の）奥深くへと
向かうことにな
ったのである

いや、むしろ、下へ引か
れたのは個別的なもの
の魂の大きな部分なの
であって、その部分が
それらの魂のグノーマ
イ（考え）と相俟って、そ
れらの魂自体をも下方
の存在hと引き降ろした
のである

つまり「第二位、
第三位の魂」
（『ティマイオ
ス』41 d7）は
（知性界に）近い
か遠いかを規準
にして言われて
いると考えねば
ならないのであ
っtて、

たとえば、われ
われのばあいで
も、あの知性界
に対する関係
は、どの魂にと
ってもすべて同
じというわけで
はなくて、

或る人びとは実際にそ
れと一体になることが
できるのに対して、別の
人びと
はそれとの一体化を欲
して、その近くに達する
ことができるが、他の人
びとは、その目的を達
することはほとんど不可
能に近いのである

なぜなら、これ
ら三種の人びと
はいずれもすべ
ての力を持って
いるけれども、
それぞれが同じ
力で活動するの
ではなくて、

34�或る人びと
は第一位の力
で、別の人びと
は第二位の力
で、他の人びと
は第三位の力
で活動するから
である

第一の力：われわ
れの魂の知性界に
関連している部分
の持っている力

その活動は直知
（ノエーシス）

第二の力：われわ
れの魂の思考・分
別作用を司る部分
の持っている力

その活動は思考
（ディアノイア）

第三の力：われわ
れの魂の感覚作
用を司る部分の持
っている力

その活動は感覚活
動（アイステーシ
ス）

7
�以上の件につ
いては、右に述
べられたとおり
であるとしてお
こう

しかし『ピレボス』の
ことば（『ピレボス』
30a-b）に注目する
ならば、他の諸々の
魂（個別的なものの
魂）が宇宙の魂の
部分である、と推測
することも可能なの
ではなかろうか

だが、そこに述べら
れているプラトンの
ことばは、一般に考
えられているような
ことを述べようとし
ているのではなく
て、その時のプラト
ンにとってクレーシ
モン（関心）のあっ
たことを、

すなわち「こ
の宇宙も魂
のあるもの
である」とい
うことを言お
うとしている
のである

5�だから、彼は、「宇宙
万有の肉体の一部を持
っているわれわれが魂
を持っているのに、この
宇宙が魂のないもので
あると考えるのはおかし
なことだ」と主張するこ
とによって、その事実を
立証しているのである

というのも、もし
宇宙が魂のな
いものであれ
ば、どうして、そ
の部分が魂を
持ちえたであろ
うか

なお、プラトンは自分の考えを、とりわ
け『ティマイオス』のなかで明らかにし
ているのであるが、彼はそこで、「神
は、宇宙の魂が生じた後で、その宇宙
全体の魂が作られたのと同じ混酒器で
混ぜ合わせ、宇宙全体の魂と同種のも
のとしながらも、第二位のもの・第三位
のものというちがいを与えて、ほかの魂
もお作りになったと述べているのである
（『ティマイオス』41b4-7）

だが、「魂は全
体として、魂な
きものの全体を
配慮する」という
『バイドロス』の
ことば
（246b6）のこ
とばについては
どうであろうか

なぜなら、
物体の種族
を管理し、
形成し、秩
序づけ、作
るものは、
魂以外に何
があろうか

それに、或
る魂はもと
もとこれを
なしうるけ
れども、別
の魂はなし
えないなど
ということは
ないのであ
る

だからプラトンは、「完全な
る魂」すなわち宇宙の魂
は、「天高くかけめぐって」
沈むことなく、いわばこの世
界をおおうようにして、これ
に作用を及ぼすのであり、
「完全なる魂」であればどれ
もそのようにして管理して
いると、述べているのであ
る

そして、「だが、
翼を失える魂の
ほうは」と述べる
ことによって、そ
の魂をあの完全
なる魂から区別
しているのであ
る

翼をもった状
態にある、宇宙
の魂と個別の
魂の両方が
「完全なる魂」
であるが、翼を
失って地上界
に堕することに
よって魂に区
別が生じる

20�他方、「われわれが
宇宙の回転運動にした
がう」ということや、「わ
れわれはそこから性格
を受取り、その宇宙によ
って影響を受ける」とい
うことも、われわれの魂
が部分であることの証
拠とは決してならない
であろう

なぜなら、
魂は場所の
本性や、水
や空気から
も容易にい
ろいろな色
合いに染め
られるから
である

24�それに
また、自分
の居住して
いる国家の
ちがいや肉
体の気質の
ちがいも、
魂に影響を
与えるので
ある

そしてわれわれはこ
の宇宙内に存在し
ているのであるか
ら、その限りにおい
て、全体者の魂から
何らかのものを得る
ことは、すでに述べ
たとおりなのである

またわれわ
れは、自分
たちが（宇
宙の）回転
運動から影
響を受ける
ことも認め
ているので
ある

しかしわれわれは、これ
らの影響や作用に対し
ては別の魂（われわれ
の知性的部分）を対抗
させたのであって、その
魂が（宇宙魂とは）別の
魂であることは、とりわ
けこの対抗によって示さ
れるのである

なお、「われわれは、こ
の宇宙のなかで生まれ
てくるのだから…」とい
う主張に関しては、「母
親たちのばあいでも、
（胎児の）なかにはいっ
てくる魂は、母親の魂
ではなく、それとは別の
魂である」というのが、
われわれの見解である

8
�右の諸問題に
対する解決は以
上のとおりであ
るが、魂の共感
の問題も、われ
われのこの教説
の妨げとなるこ
とはないであろ
う

つまり、すべての魂
は同一の魂に由来
しており、全体者（と
しての宇宙）の魂
も、やはりその同じ
魂に由来しているの
であるから、魂たち
はたがいに共感す
るわけである

知性界にあっ
て感性界に降
下することのな
い魂

なぜなら、「魂
は一つであると
共に多でもあ
る」ということ
が、すでに述べ
られてもいるか
らである

それに、「部分
の全体に対する
ちがいがどのよ
うなものである
か」も、すでに述
べられたのであ
る

IV3,2 1-10, 
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5�なお、一般に
魂の差異につい
ても述べられた
のであるが、今
はこれをつづめ
て、次のように
言うことにしよう

すなわち、「魂相互
のちがいは、肉体の
ちがいにもよるが、
そのほかに、とりわ
けその性格や思考
の働きにおいてあら
われるのであって、
それらも以前の生
活に由来するので
ある」と

なぜなら、プラ
トンの言うとお
り、「魂の選択
は、以前の生活
に基づいて行わ
れる」からであ
る

10�だが、もし人が
魂のあり方を一般
的な形でとらえよう
とするのであれば、
この件については、
すでに第二位、第
三位の魂が論じら
れたところで、魂ど
もの持つ差異も論じ
られ、

「魂は（可能性にお
いては）すべてがす
べてを持っているけ
れども、魂のなかで
活動する部分にし
たがってこれを見る
ならば、それぞれが
別の魂である」こと
も述べられたのであ
る

だが、それは、「或
る魂は実際の活動
において知性と一つ
となるが、或る魂は
知識において知性
と一つとなり、別の
魂は欲求において
知性と一つとなる」
という事実に基づい
ているのであり、

さらには、「魂がち
がえば観るものもち
がい、それぞれの
魂は、まさに自分の
観ているものとして
あり、かつ自分の観
ているものとなる」
ということも意味し
てもいるのである

それに。<魂の
充実・完成とい
うもの>は、どの
魂にとっても同
じというわけで
はないのである

18�しかし、
もしそれら
の魂の全体
としての仕
組みが多彩
であれば

ーーというの
は、生きものが
自己の魂から特
性を与えられて
多くの姿を持っ
ているように、
一つの全体とし
てのロゴスは多
様多彩だからで
あるがーー

もしまことにそうであれ
ば、「そこには一つの秩
序があり、ク・オンタ（諸
真実在）は、たがいにす
っかりばらばらになって
いるのではない」ことに
なって、諸物体の間に
さえでたらめのはいる
余地はないのであるか
ら、

諸真実在の間
にでたらめのは
いりこむ余地は
なく、したがっ
て、「諸真実在
は、一定の数で
もある」ことにな
るであろう

なぜなら、
諸真実在
は、安定し
てもいなけ
ればならな
いからであ
る

23�すなわ
ち、知性的
なものは同
じで、しかも
それぞれが
数において
一つでなけ
ればならな
いのである

なぜなら、
そうであるこ
とによって
のみ、それ
らはト・トデ
（個別的な
もの）であり
うるからであ
る

つまり、個別的な物体は、
形相を自分以外のものから
得ているので、その本性に
おいて流転するものであり、
それぞれの物体は（生成
の）たびごとに形相に基づく
ト・エイナイを、真実在の模
倣によって得ているのであ
るが、

知性的なものは、（形相と素材の）
組み合わせから成っているのでは
ないから、それの「有」は<数におい
て一つであるところのもの>の、す
なわち、<初めから同一のものとし
てあり、過去にそうでなかったとこ
ろのものになることもなければ、現
にあるところの有様を将来変えるこ
ともないもの>の「有」なのである

30��なぜなら、
たとえそれら知
性的なものを作
るものがあると
しても、それは
知性的な素材
から作るのでは
ないからである

だが、もし仮に
それらを素材か
ら作るのであれ
ば、その制作者
自身から真実在
の領域に属する
或るものが（素
材に）付け加え
られねばならな
いことになる

したがって、もし今
より多く作ったり、よ
り少なく作ったりす
れば、その制作者
自身に変化が生じ
ることに（なって、つ
いには制作者が消
滅してしまうことに）
なるであろう

それに、なぜ今
（という時点でよ
り多く、あるいは
より少なく）作っ
て、常に同じよ
うに作らないの
であろうか

33�さらに、もし
生じたものがよ
り多かったり、よ
り少なかったり
すれば、それは
永遠なるもので
はないことにな
るであろう

だが、魂は
<永遠なる
もの>と定め
られている
のである

では、もし魂が
（数的に）安定し
ていなければな
らいとすると、そ
の魂がどうして
<無限なるもの
>なのであろう
か

38�魂は（あらゆ
るものに生命を
与えるという）そ
の能力におい
て、<無限なる
もの>なのであ
る

事実、魂は、無
限に分割される
からではなく
て、その能力に
限りがないから
<無限なるもの
>なのである

38�なぜな
ら、神も限
定されてい
るものでは
ないからで
ある

それゆえ、（個別的な）
魂たちも自分とは無縁
の限界（物体を限定す
る限界）で限定されて、
たとえば<これこれほど
の（大きさの）魂>という
ようなあり方をした個別
霊となっているのでは
ないのである

つまり、その魂
は自己自身の
欲するほどのも
のとしてるので
あって、どこまで
進んで行って
も、自己自身か
ら外へ出てしま
うことは決して
ないのである

つまり、その魂
の<もともと諸
物体に到達する
ことになってい
る部分>が、い
たるところに及
んでいるのであ
る

だから、たとえ
小指や足に宿っ
ているばあいで
も、その魂は自
己自身から分離
してしまってい
るのではないの
である

43�まことに、宇
宙に宿る魂のば
あいにも、右の
個別的な魂の
ばあいと同様な
のであって、そ
の魂は（宇宙
の）どの部分に
到達しようと、

すなわち、植物
の異なった諸部
分に宿っていよ
うと、そしてそれ
が植物の切り取
られた部分であ
ろうと、右のば
あいと同じよう
にして宿ってい
るのである

だから、その魂
は初めの植物に
も、その植物か
ら切り取られた
部分にも、内在
していることに
なるのである

なぜなら、宇宙
の身体は一つ
であって、それ
の魂は、一つの
ものに内在する
ようにして、そ
れのいたるとこ
ろに内在してい
るからである

なお、生きものが腐
敗し、その腐敗した
生きものから（新た
な）多くの生きもの
が生じた時には、そ
の腐敗した生きもの
の全体の魂は、もは
やその腐敗した肉
体のなかにはない
のである

なぜなら、その
肉体は、もはや
その魂を受け入
れることのでき
るものを持って
はいないからで
ある

もしそうでな
かったら、そ
の生きもの
は死ななか
ったであろう

だが、その
生きものが
死滅するこ
とによって
生じた諸物
体は

ーーその或るも
のはこの生きも
の、別の或るも
のはあの生きも
ののというように
ーー

新たな生き
ものの発生
に適した状
態にあるの
で、今や魂
を持つので
ある

53�なぜなら、たと
え或る物体は魂を
受けいれることがで
き、別の物体はそう
ではないとしても、
魂はいかなる物体
からも離れて遠くに
あるわけではないか
らである

そして、そのよ
うにして魂のあ
るものとなる生
きものたちは、
決して魂の数を
うやしたのでは
ないのである

なぜなら、それ
らの生きものの
魂はただ一つの
魂に依存してい
るのであって、
その魂はあくま
でも一つの魂と
してとどまって
いるからである

つまり、われわれのばあいでも
そうであるように、肉体の或る
部分が切り離され、それに変わ
って別の問題が成長してくる
と、魂は切り離された部分から
離れて、新たに成長してきた部
分にはいったのであるが、それ
は魂が一つのものとしてとどま
っている限りにおいてのみ、可
能なことなのである

そして宇宙
内には、常
に一つの魂
がとどまって
いるのであ
る

それで、宇宙内
の或るものは魂
を保持し、別の
或るものは魂を
放棄するが、し
かし、魂の働き
が恒常不変の
ままに持続して
いるのである

9
しかし、「魂はど
のようにして、
物体にはいりこ
んでくるのか」も
吟味探求してい
かねばならぬ

はいり方は、ど
のようなもので
あるのか。これ
も、今までの問
題に劣らず不思
議かつ探求に
値する問題であ
ろう

さて、魂の物体
への<エイソド
ス（はいりこみ）
>には、二通り
の途があるので
ある

その一つ
は、すでに
或る物体に
宿っていて、
別の物体に
宿りなおす
魂の<はいり
こみ>である

すなわち空気からなる物体や火か
らなる物体から、土からなる物体に
宿りなおす魂のとる<はいりこみ>で
あって、この場合には、魂がどこか
らはいりこんだのか明らかではない
から、人びとはこの物体への<はい
りこみ>を「メテンソーマトーシス
（転生）」であるとは言わないのであ
るが、

いま一つは、非
物体的なものか
ら何らかの物体
への<はいりこ
み>で、これこ
そ、魂にとって
は、物体との最
初の交わりでも
あるのである

そこで、後のほうの<は
いりこみ>との関連で、
「物体からまったく清浄
な魂が物体というもの
を自分にまとう時に受け
る影響は、いったいどの
ようなものであるか」を
調べるのが妥当であろ
う

12 しかし、
宇宙の魂と
の関連で

ーーというの
は、おそらくここ
から始めるのが
妥当であろうか
ら、いや、むしろ
ここから始めな
ければならない
からであるがー
ー

<魂のはいりこ
み>とか<魂の
付与>は、われ
われの教説を
明確にするた
mwのロゴス
（思考）のうえで
の手段であると
みなしてもらわ
ねばならぬ

14�この宇宙が魂を
付与されていなかっ
た時などはなかった
のであるし、物体が
魂を書いているのに
存立していた時と
か、素材が秩序づ
けられていなかった
時なともなかったか
らである

しかし、思
考のうえで
は、それらを
たがいに
別々に分け
て考えるこ
とができる
のである

なぜなら、合成
（されたもの）は
すべて、ロゴス
（思考の働き）や
デイアノイア（思
惟）によって分
解することがで
きるからである

そこで、真実を
述べれば、次の
ようになるであ
ろう。すなわち
ーー

21�もし物
体がなけれ
ば、魂は（こ
の世界へ）
進んでくる
こともなかっ
たであろう

まぜなら、そ
の魂にとっ
てもともと位
置を占める
べき場所
は、物体以
外にはない
からである

それで、もしこ
の世界へ進ん
で行こうとすれ
ば、魂は自分自
身のために場所
を生むであろう
し、したがって
また、物体を生
むことにもなる
のである

23�まことに、魂
のスタシス（静
止）がまさに静
止そのものにお
いて、いわば確
固としたものと
なった時、

その魂からいわ
ば大いなる光の
ごときものが輝
き出て、その火
の最辺端に暗
闇が生じたので
あった

宇宙霊は一者からあ
ふれ出たロゴスを受
け取り、満たされて
完成する

宇宙霊からロゴスが光の
ごとく輝き出て、暗闇であ
る素材が、生じた

そして、ひとた
び暗闇が生じた
からには、魂は
その暗闇を見、
それに形を与え
たのである

というのも、「魂
に境を接してい
るものがロゴス
にあずかってい
ない」ということ
は、許されざる
ことであったか
らである

ただし、諺にも
あるように、生じ
たものはそのロ
ゴスを「ぼんやり
としたままで、
ぼんやりと」受け
取ったのである
が

29�かくして、この世界
は、いわば美しく豊かに
飾られた家のごときも
のとして生まれてきた
のであって、これを作っ
た者から切り離されて
いるのではないが、しか
し逆に、自らをその制作
者に結合させているの
でもないのである

つまり、この世界は
全体のすみずみに
わたって世話に値
するものとみなされ
ているのであって、
その世話は、この世
界自体の存在と美
しさにとって有益で
あり

ーーとはいって
も、むろん、この
世界が存在に
あずかりうる限
りにおいてのこ
とであるがーー

これを統轄
する者に害
を与えるこ
とはないの
である

なぜなら、その
統轄者は、上方
の世界にとどま
りながらこの世
界を支配してい
るからである

つまり、この世
界は、次のよう
な仕方で、魂の
あるものとなっ
ているのであ
る。すなわちー
ー

35�この世界
は、魂を自己自
身に固有のもの
として持ってい
るのではなく、
自分に与えられ
たものとして持
っているに過ぎ
ず、

魂に支配される
ものであって、
魂を支配するも
のではなく、魂
に所有されるも
のであって、魂
を所有するもの
ではないのであ
る

宇宙霊は上方にと
どまって、素材に
形相を与える

つまりこの世界
は、これを支え
ている魂のなか
に横たわってい
て、そのすべて
が魂にあずかっ
ているのである
が、

その様は、水の
なかにつかって
いる漁網が、自
分を浸している
水を自分のもの
とすることがで
きないのに似て
いるのである

すなわち、漁網
は、海水がすで
に広がっている
ので、その海水
とともに自分も
精一杯広がって
いるのである

なぜなら、漁網
の各部分は、自
分の占めている
場よりほかの場
を占めることは
できないからで
ある

だが、これに対
して、魂のほう
は、その本性に
おいてきわめて
大いなるもので
あるから

ーーなぜな
ら、魂は特
定の大きさ
のあるもの
ではないか
らであるが
ーー

同一の広がりで
もって物体のす
べてを把握する
ことができるの
であって、物体
の広がりのある
ところには、魂も
あるのである

44�それに、
もし物体が
なければ、
魂は大きさ
については
何の関心も
示さないで
あろう

なぜなら、
魂は魂とし
ての存在を
維持してい
るからであ
る

すなわち、万有（として
の宇宙）は、魂のあると
ころに広がっているので
あって、いかに広がろう
とも、その広がりは自分
を維持してくれる魂を
持ちうる範囲内に限定
されるのである

この場合、万
有を宇宙では
なく、この世界
と考えた方が
よいのではな
いか

そして、陰
も、その魂
からのロゴ
スと同じ広
がりを持っ
ているので
ある

だが、そのロゴ
スは、自分の形
相の作りだそう
とした大きさと
同じ広がりの大
きさを作りだす
ような、そのよう
なものだったの
である

10
さて、以上のことに
耳を傾けた後で、わ
れわれは再び常に
一定の状態にある
ものへともどり、す
べてが同時的な存
在であると考えね
ばならない

たとえば、空気と光
と太陽、あるいは月
と光とそして再び太
陽、これらはすべて
同時的な存在であ
るけれども、順位の
うえでは第一、第
二、第三の位置を
占めているように、

現在の探求におい
ても、魂を永久に不
動のもの、いわば第
一位のものと考え、
その次に火の端か
ら最初に出てきた
火の陰と考えられる
ものが続くと考えね
ばならず、

次に、それも同時に
照らされているので
あるから、つまりは
形相のようなもの
が、投げ出されてす
ぐに生じた漠然とし
ているもの、の上に
広がっていることに
なると考えねばなら
ないのである

10�そして、そ
の漠然としたも
のは、魂のロゴ
スにしたがって
秩序づけられる
のである

つまり魂は、自
己自身の全体
にわたって、ロ
ゴスにしたがっ
て秩序づける力
を可能態として
持っているので
あって、

たとえば種子の
なかにあるロゴ
スが、いわば小
宇宙のような生
きものを造り、
形を与えるの
も、この魂の力
による秩序づけ
に相当するので
ある

つまり、何であ
れ魂と接触した
ものは、魂の自
然本来のあり方
に適した仕方で
形成されること
になるのである

15�しかし魂
は、外から与え
られた目的によ
って制作するの
でもなければ、
熟慮・考察を経
て制作するので
もないのであ
る。

もしそうでなけ
れば、魂は自己
の自然本来の
あり方に基づい
て制作するので
はなくて、外来
の技術に基づい
て制作すること
になるであろう

というのも、技術は自然より
も後のもので、自然を模倣
して漠然とした無力な模倣
物を、すなわちはるかに価
値のない玩具のようなもの
を作りだしているにすぎず、
映像の類いを作りだすため
に多くの手段を弄している
にすぎないからである

これに対して魂のほうは、
自らの本性のもつ力によっ
て物体を支配し、これを生
成せしめ、これをして自己
の導くがままの状態を保た
しめるのであって、最初の
ものとして産出された諸物
体は、魂の意志に反するこ
とはできないのである

宇宙霊からロゴス
が溢れ出すといわ
れるが、それが素
材に形相を与え
る、といってよいか

と、このように言うの
も、それらより後の
諸物体のばあいに
は、たがいに邪魔し
あって、小さな生き
ものに内在するロゴ
スの欲する適切な
姿を得損なうことも
よくあるからである

24�しかし、かしこに
おいては、その全体
の姿は魂から（直接
に）生じ、また生成
したものたち（天球
と諸天体）も自らの
順位を守って秩序
がとれているので、

生成せるも
の（としての
宇宙）は、労
することも邪
魔されること
もなく、美し
さを保って
いるのであ
る

そして魂は、この宇
宙内に、或るものを
神々の社として、別
の或るものを人びと
の住まいとして構築
し、また他の或るも
のをそれぞれ別の
もののために構築し
たのである

というのも、魂
の制作力の及
ぶもの以外に
は、どんなもの
も魂から生ずる
はずはなかった
からである

というのも、暖
かくするのは火
の働きであり、
冷たくするのは
別のものの働き
であるからであ
る

しかし、魂の働
きは、魂から他
のものへと及ぶ
とともに、魂自
体のなかでも活
動しているので
ある

というのも、魂のないも
ののばあいには、その
働きは他のものに向け
られる時には、その作
用を受けることのできる
ものを自分と似たもの
とするけれども、それら
自身のなかに横たわっ
ている時には、いわば
眠っているからである

35�まことに、こ
のこと、すなわ
ち自己自身との
類似へと導くこ
とは、存在する
ものすべてに共
通した働きでも
あるのである

しかし、魂の働
きは、自分のな
kにある時にも
目覚めていると
ともに、他のも
のに向けられた
ときにも同様に
目覚めているの
である

それゆえ、魂は
<自己自身のみ
では生を持たぬ
他のものたち>
をも生かし、そ
れらに、魂自身
の生の根幹とな
っている生命と
類似した生命を
与えるのである

49�だから、魂
はロゴスのなか
で生きることに
よって、自己の
持つロゴスの影
としてのロゴス
を物体に与え

ーー事実、
魂が物体に
与えるもの
は生命の影
でもあるか
らであるが
ーー

諸物体特有
の形姿を与
えるのであ
って、魂は
それら諸形
姿のロゴス
を持ってい
るのである

それに魂は、万
物のロゴスのみ
ならず、神々の
ロゴスも持って
いるのである

だからこの世界
もすべてを持っ
ているのである

11
思うに、昔の知者た
ちは、「神々が自分
たちの傍らにおわし
ますように」と願っ
て、神殿や神像を
作ったのであろう
が、その際、彼らは
宇宙のあり方に注
目して、

「魂というものはどこにでも導か
れやすいものではあるけれど
も、もし人が<その魂の一部を
受けいれることのできるもの>と
して、<受けるのに適したもの>
を構築すれば、魂をきわめて容
易に受けいれることができるよ
うになる」と考えたのであろう

6�だが、どのような仕
方によってであろうと、
とりかく<模倣されたも
の>こそ、<受けるのに
適したもの>なのであっ
て、それは鏡が有る形
をすばやくとらえること
ができるのに似ている
のである

つまり、宇宙の持つ自
然も、自己の持つロゴ
スの源となっているもの
を模倣することによっ
て、巧みに万物を作りあ
げたのであるし、万物
のそれぞれはそのよう
にして生じたのである
から、素材のなかにあ
るロゴスは

ーーそれは素材
の先にあるロゴ
スにしたがっ
て、形を与えら
れていたのであ
るがーー

あの神に結びつ
き、あの神にし
たがって生まれ
たのであって、
魂も（万有の）
制作に際しては
あの神を観、
（観ることで）あ
の神を持ったの
である

だから、素材のなかに
あるロゴスは、あの神に
あずかることなしには生
じえなかったのである
し、またあの神も、素材
のなかのロゴスへと降
下することはできなかっ
たのである

あの神とは、知
性を指す

15�かくして、あ
の世界の太陽
は、あの（世界
の）知性だった
のであり

ーー「太陽」
は、説明の
ためのたと
えであると
思っていた
だきたいー
ー

そしてその知性
に魂が続くので
あるが、その魂
は、上方の世界
にとどまってい
る知性に依存し
ながら、自らも
上方の世界にと
どまっているの
である

だが、その魂
は、自分のこの
世の太陽寄りの
先端をこの世の
太陽に与え、自
己自身を仲介
者として、あの
世界の太陽に
結び着けている
のであって、

あの世界の太陽に由来する
事柄をこの世の太陽に伝
え、この世の太陽に由来す
る事柄をあの世界の太陽に
伝える、いわば通訳として
の役割をはたしているので
あって、あの世界の太陽に
達する事柄はすべて、魂を
通しているのである

21 というのも神的なものは、い
かんるものからも決して遠くに
は慣れているのではないからで
あるが、「相違」に注目すれば、
すなわち「混じり合うことなく、
それ自体で独立して存在し、
かつ別でありながら一体をなし
ている」という点から見れば、逆
に遠く隔たっているのである

だが、この世の太陽
その他の星々は、あ
の世界の神的なも
のからかたときも離
れず、いわば（あの
世を）後にした魂を
通して初めの魂に
結び付き、

<それらがその点におい
て神々と呼ばれるとこの
ろものとしてある、その
魂>で知性を観るので
あるからーー事実、星々
の魂は、あの知性界以
外には眼を向けないの
であるーー神々なので
ある

12
しかし、人びとの魂は、
いわばディオニソスの
鏡（素材）に映っている
自分自身の影を見て、
あの上方の世界から飛
び降り、影の世界へ（感
性界）とはいってきたの
である

しかし、人びと
の魂も（宇宙の
魂と同じよう
に）、自分たち
の源や知性から
切り離されたわ
けではないので
ある

感性界の諸物体の制
作は、次のような順序
で行われる。すなわ
ち、知性->魂（知性の
ロゴス）->ピュシス（知
性のロゴスの影）->素
材のなかのロゴス（知
性のロゴスの影の影）
+素材=物体、という順
序で行われる

なぜなら、人び
との魂（の下位
の部分）は知性
を伴わずに、地
上界にまで達し
たのであるが、
彼らの頭は天上
高くかかげられ
ているからであ
る

だが、人びとの
魂はさらに下降
していくことにな
ってしまったの
である

なぜなら、彼ら
の到達したもの
は（肉体）は世
話を必要とする
ものだったの
で、彼らの中間
の部分がそれ
の面倒をみざる
をえなくなった
からである

しかし、父なる神ゼ
ウスは、苦労してい
る魂たちを憐れみ
給い、魂たちがそれ
にかかわって苦労し
ているところのその
彼らの絆（肉体）を
死すべきものとし給
うて、

時がくれば、彼らを肉
体から解放して休息を
与え、彼らも宇宙の魂
の住む世界に住むこと
をお許しになったので
あって、宇宙の魂は、こ
の世界の諸存在には少
しも気をとられずに、そ
こに永久の住まいを定
めているのである

というのも、この宇宙のすで
に所有しているものは、そ
の宇宙自身にとって現在も
十分であり、未来において
も十分であるだろうからで
あって、それは永久に変わ
ることのないロゴスにしたが
って、巡り来る時間のなか
で（周期的に）成就されるの
である

すなわち、宇宙
の所有する諸存
在は、定められ
た生涯を尺度と
しながら、常に
周期的に同じ状
態へともどって
くるのである
が、

その際、それらはあの世界の諸
真実在との協和へと導かれ、あ
の世界の諸真実在にしたがっ
て成就されるのであって、この
宇宙内のすべての事柄はーー
魂たちの下降や上昇において
も、その他のあらゆる出来事に
関してもーーただ一つのロゴス
（理法）のもとに配列されている
のである

20�なお、このこ
とは、「魂たち
が、この宇宙の
秩序と協和して
いること」からも
証明されるので
ある

すなわち、魂たち
は、この宇宙から分
離しているのではな
く、下降に際しては
自らを（この宇宙の
秩序）に合わせ、回
転運動に完全に協
和させているのであ
って、

だから魂たちの運命も
生涯も選択も、星々の
図形によって、前以て
示されることにおなるの
であるし、また或る種の
純一な音声が雑音を混
じえることなしに発せら
れることにもなるのであ
る

25�そして、これがとり
もなおさず、「星々の奏
でる調和のとれた音楽
の調べについての教え
（『国家』X617b6、アリ
ストテレス『天体論』
II290b22）」の隠され
た意味なのである

だが、もしこ
の宇宙が、
周期、秩
序、種族に
ふさわしい
生涯の遍歴

ーー魂たちは、
或る時には知性
界で、或る時に
は天界で、そし
て或る時には地
上界に転じて、
その生涯を過ご
すのであるーー

を尺度としながら、
あの知性界の諸真
実在にしたがって、
それぞれの作用を
行ったり受けたりす
るのでなければ、こ
のようなことは起こ
りえなかったであろ
う

31�しかし、知
性は、常に全体
として上方の世
界にとどまり、決
して自己自身に
固有の領域から
外に出ることは
ないのである

すなわち、知性
は全体として上
方の世界に座を
占めながら、魂
を通してこの感
性界の諸存在
に伝えるのであ
る

そして魂は、他のも
のより知性の近くに
位置しているので、
あの知性界からの
形相に一致した状
態にあり、自分より
下位のものにその
形相を与えるので
あるが、そのばあ
い、

或る魂は変わら
ぬ状態を保って
いるが、別の魂
は一定の秩序
にしたがってさ
まよい動くの
で、時によって
異なった状態を
とるのである

35�だが、魂たちの
降下は常に等しいと
いうわけではなく、
たとえ同じ種族に向
かうばあいでも、或
る時はより多く降下
し、或る時はより少
なく降下するのであ
る

そしてそれぞれ
の魂は、状態の
類似にしたがっ
て、すでに用意
されている種族
へと降下するの
である

すなわち、魂た
ちは、自分と似
ているものへと
向かうのであっ
て、或る魂は人
間へ、別の魂は
別の生きものへ
とはいっていく
のである

13
つまり、<逃れることのできない
もの>としての裁きが魂たちを
支配する本性のなかに含まれ
ていて、その本性が魂たちを支
配して彼らの原型の選択と（そ
の原型の）状態の模像として生
じた個別的な物体へと、彼らを
秩序正しく向かわせるのである

それに魂という
種族はすべてあ
の世界で物体
界と境を接して
いて、物体界へ
向かうデイアテ
シス（状態（傾
向））を自らのう
ちに持っている
のである

だから魂たちは、特
定の時に物体界に
向かうためであれ、
特定の物体にはいり
こむためであれ、<
時を見はからって魂
を送る案内者>を必
要とうすることはな
いのであって、

然るべき時がく
れば、あたかも
自分の意志によ
るようにして自
分の向かうべき
ところへと降り
て行き、そのな
かにはいってい
くのである

8�すなわち、それぞれの魂は自ら
に固有の時を持っているのであっ
て、その時がくれば、あたかも伝令
に呼び出されるようにして降りてい
き、適切な物体のなかにはいってい
くのであって、その行程は、いわば
魔術師たちの力や在る種の強い引
力に動かされ、運ばれていくのに似
ているのである

11�それはま
た、個々の動物
のばあいに、適
切な時期がくる
と、自然がその
動物のそれぞ
れの部分を刺
激したり生ぜし
めたりしながら

ーーたとえば顎
ひげや角を生え
させた後で、特
定のものへの衝
動や以前にはな
かった肌の色つ
やを生ぜしめた
りするようなこと
がこれにあたる
のであるがーー

その動物の管理を
効果的に行っていく
のにも似ているので
あるし、また定めら
れた時期がくると芽
生える樹木の自然
による管理について
も同様なことが言え
るのである

17�だが、それ
らの魂は自発的
に降りて行くの
でもなければ、
送られて降りて
行くのでもない
のである

あるいは少
なくとも、そ
れらの魂の
自発性とい
うものは、思
慮深い選択
のようなも
のではなく、

自然の本性に基づく跳
躍のようなものか、ある
いは性的な交わりへの
自然的な欲求、もしくは
思慮を伴わずに或る種
の高貴な事柄の実践へ
と動かされる人びと（の
自発性）のようなものな
のである

21�つまり、これこれし
かじかのものには必ず
それに似合った時期が
定めとして与えられて
いるのであって、これこ
れしかじかのものには
今が、別のこれこれし
かじかのものには別の
機会が与えられている
のである

そして、宇宙よりも上位
の知性は、たとえどれ
ほど多くのものを送りこ
もうと、自らはあの知性
界にとどまる定めを持っ
ているのであって、普遍
的な法に従属する個別
的なものが、送りこまれ
るのである

25�なぜなら、普遍的なも
のは個別的なもののなかに
含まれているのであるし、
法は自らの執行権力を外
から得るのではなく、それ
に従属する個別的なものに
直接内在することが許され
ていて、個別的なものはそ
の法を絶えず身に携えてい
るからである

そして時がくると、まさ
にその時に、法のかくあ
れかしと欲するちょうど
そのことが、その法を
所有するものたち自身
によって実践され、結果
的には、それら個別的
なものが法を忠実に執
行することになるわけで
ある

なぜなら、
それら個別
的なもの
は、その法
を絶えず身
に携えてい
るからであ
る

つまり、法はそれら
個別的なもののな
かに自らを定着させ
ることによって権力
を強め、それらへの
いわば重石となって
いるのであって、

それらのなかに位
置を占めることによ
って、いわばそこへ
向かうように呼びか
けたその場所への
熱望と、そこへ行こ
うとする苦しみを植
えつけるのである

14
さて、右の諸事実に
基づいて魂たちの
降下が始まると、わ
れわれの住むこの
世界は多くの光に
満ちており、魂たち
に照らされているの
であるが、

そのうえさらに別の
世界から、つまり、
あの世界の神々や
魂たちを与える知
性たちから、新たな
贈り物を受け取っ
て、新たな飾りを付
け加えるのである

このありさまは、あの物
語が謎めいたことば
で、「プロメテウスが（土
をこねて）婦人を作りあ
げると、他の神神がさら
に彼女を飾りたてた」と
語っているのであるが、
その物語に似ていると
考えてよいであろう

すなわち、
「土と水でこ
ね、人の声
を植えつ
け、エイドス
（姿）は女神
たちに似せ
た

そしてアプロディテもカリス
たちも贈り物をし、他の神々
もそれぞれちがった贈り物
をした。そして、その贈り物
（ドーロン）とすべての神々
（パンテス）が贈り物をした
ことにちなんで、その婦人
を（パンドラ）と名付けた」と
いうのがそれである

ヘシオドス『仕
事と日々』に語
られている「プ
ロメテウス神
話」

10�つまりすべ
ての神神が、或
る種の配慮（プ
ロメーテイア）か
ら生じたこの塑
像に或る贈り物
をしたのである

他方、エピメテウスはプ
ロメテウスの贈り物を拒
否するけれども、彼はそ
うすることによって、ほ
かならぬ知性界にある
ものの選択の方がすぐ
れていることを示してい
るのではなかろうか

Ἐπβμηθεύςは
ἐπιμήθειαすな
わち「後から考慮
すること」の人格化
であり、プロメテウ
スの弟とされてい
る

それに、パンド
ラを作った神
（プロメテウス）
自身が縛られて
しまったというこ
とは、「その神
が自分の造形
物と何らかの意
味で接触を保っ
ていること」や。

「そこに述べら
れている鎖とい
うのは、外的な
ものであること」
を示しているの
である

しかし、これらの
件について、人
はどのようにで
も考えることが
できるであろう

だが、「この物語では、
このわれわれの住む世
界への贈り物のことが
明らかにされている」こ
とや、「この物語は、わ
れわれのこれまでの論
述と合致する」ことだけ
は、否定することのでき
ない事実である

15
他方、魂たちは知性界
から現れ出て、まず天
界へ進み、そこで物体
を受取り、天界を通過し
てさらに降下し、その降
下の程度に応じて、より
土の生の多い物体へと
向かうのである

そして、魂たちのな
かには、あるいは天
界から出て、より下
の物体にはいりこむ
ものがあり、あるい
は物体から別の物
体へとはいりこむも
のがあるのである

つまり、それらの魂の持
つ力は、それらの魂が
自分たちの上に重くの
しかかっているものを数
多く引きずっているか
ら、その圧力と忘却の
ゆえに、それらの魂をこ
の地上界から上方の世
界へと上昇させるには
不十分だったのである

そして、それらの魂の間にちが
いが生じるのは、それらの魂を
受けいれた物体のちがいや運
や養育などによることもあれ
ば、それらの魂が自分自身で
ちがいを持っていることもある
し、あるいは右に述べたすべ
て、もしくは一部によって、その
ちがいが生じることもあるので
ある

いきなり魂
の上昇の
話になる

10�そして、或る魂たちはこ
の世の運命に完全に従属し
ているのであるが、

別の或る魂たちは、或る時
にはこの世の運命にしたが
うけれども、別の時には自
己自身の独立性を保持し
ており、

さらに別の魂たちは、必要
やむを得ざる事柄について
はこれにしたがうことを認め
るけれども、自分のなすべ
き事柄については、すべて
これを自分の責任において
なすことができるのである

なぜなら、それ
らの魂は自己自
身を別の掟にゆ
だね、すべての
存在を支配する
別のノモテシア
ー（法秩序）に
従って生きるか
らである

なお、この法秩序
は、この感性界で活
動する諸々のロゴス
その他の諸原因の
すべてから、そして
さらには魂に由来す
る諸々の動や知性
界に由来する諸々
の法から織りなされ
ているのである

17�つまり、この法
秩序は知性界お真
実在と一致協和し
ていて、自らの諸原
理を知性界に仰ぎ、
知性界の真実在に
続くものを織り込ん
でいるのであって、

知性界の真実在のあり
方に自己自身を合致さ
せることのできるものは
すべてこれを確固不動
のものとして保持する
が、それ以外のものは
これをその本性に適し
たところへと引き回しな
がら導くのである

22�だから、或るものは
ここに置かれ、別の或る
ものはあそこに横たわっ
ているというように、そ
れぞれにちがいがあっ
ても、その責めは<降下
してきたものたち>にあ
るのである

16
それゆえ、「邪悪な人び
とに対して正当に
（μετα δίκης）科せら
れる罰は、すべてを然
るべき仕方で導くこの
秩序に起因する」とする
のが妥当であろう

だが、たとえばコラセイ
ス（迫害）や貧しさや病
気などのように、正しさ
に反して(ἔξω δίκης)
善い人びとの上にもふ
りかかってくることにつ
いては、はたして、「以
前の生の過ちゆえに生
ずる」と言うべきなので
あろうか

というのも、これらの災
いはともに（全体の法秩
序のなかに）組み込ま
れていて、前兆によって
予知されるのであるか
ら、「これらもロゴスにし
たがって起こる」と考え
られるからであるが

いや、それらの災いは、
自然界を支配するロゴ
スにしたがって起こるの
でももなければ専攻す
る事柄のなかに含まれ
ているのでもなく、それ
らは単なる付随的な結
果にすぎないのである

それはたとえば、或る一軒の家が
倒壊して、その下敷きになった人
が、たとえどんな人だろうと、そん
なことに関係なく死んでしまった
り、二頭の馬がーーあるいは一頭
でもよいがーー秩序正しく行進して
くる時に、その進路にはいってきた
ものが傷つけられたり、踏みにじら
れたりすることがあるが、これに似
ているといえよう

12�あるいは、われわれが
ここで「正しからざること」
(τὸ ἄδικον τοῡτο)を言
っているものは、全体の編
み合わせに寄与しているの
であって、この点から見れ
ば、これを受けた人にとっ
て、災悪ではないと考える
こともできるであろう

あるいはまた、
その出来事は、
過去の行状から
して正当とされ
るのであるか
ら、「正からざる
こと」でもないで
あろう

というのも、「或
ることは全体の
秩序に組み込ま
れているけれど
も、別の或るこ
とは自主性にゆ
だねられてい
る」などと考え
てはならないか
らである

なぜなら、もしそれらの出来事
が、諸々の原因や自然界の連
関性のもとに、一定のロゴスと
一定の秩序にしたがって起こる
のでなければならないのであ
れば、「より小さな出来事もとも
に全体の秩序のなかに組み込
まれ、織り込まれている」と考え
なければならないからである

19�だから、あた。
或る人から他の人
に向けられた不正
も、それを行った当
人にとっては不正
で、その行為者は
責めを免れるもの
ではないが、

それは宇宙の秩序のな
かに組み込まれている
のであるから、宇宙的
規模のなかで考えられ
る時には不正ではない
し、また、それを受けた
人にとっても不正では
なく、当然かくあるべき
ことだったのである

刑罰に対
する考え方
の基礎とな
ったのかも
知れない

そして、それを
受けた人が善い
人であれば、そ
れら不正なこと
も、結局は善い
こととなるので
ある

つまり人は、この宇宙の
秩序ある仕組みという
ものを「神の導きなしに
（ホメロス『オデュッセイ
ア』18,353）」ありうる
と考えたり、正からざる
ものと考えたりしてはな
らないのであって、

「然るべきことへの正確
な割り当て」と考えなけ
ればならないのである
が、その原因が明らか
ではなく、だから、その
原因を知らない人びと
に非難の理由を提供す
ることにもなるのである

17
なお、魂たちが知性
界から出て、まず天
界にやってくること
を、人は次のような
ことから推して知る
ことができるであろ
う

すなわち、もし天界
が感性的な場のう
ちでは（他）よりすぐ
れているのであれ
ば、その場は知性
界の末端に境を接
していることになる
であろう

だから、まずその領
域にある諸物体（天
体）が知性界から魂
を与えられ<あずか
るのにより適したも
の>として魂にあず
かることになるので
ある

だが、これに対し
て、土の性から成る
ものは最下位のも
のであり、もともと
魂にあずかることの
少ないものであっ
て、非物体的なも
のから遠く離れてい
るのである

9�かくして、すべての魂が天界
を照らし、自分たちのいわば最
大かつ第一位の部分を天界に
与えるのであるが、下界の諸事
物は魂たちの劣った部分によっ
て照らされるのであって、魂た
ちは下へ降りれば降りるほど、
それだけ下方を照らすことにな
るのである

もっとも、（下
へ）進む程度を
ふやすことは、
魂たちにとって
よいことではな
いのであるが…

つまり、たとえば中心の
ようなもの（一者）があ
って、そのまわりに、そ
の中心から光を受けて
輝いている円（知性）が
あり、その中心と円の外
側に別の円つまり光か
ら出た光（魂）があるの
である

13�しかし、
それらの外
側にはもは
や光の別の
円はない

ただ次のよう
な、すなわち、<
自らに固有な光
を書いているの
で他のものから
の輝きを必要と
する円>がある
にすぎない

だが実際に
は、それは
輪であると
しなければ
ならない

いや、むし
ろ、それは
次のような
球であると、
すなわち、
第三の領域
（魂）から

ーーというの
は、それは第三
の領域と境を接
しているからで
あるがーー

その第三の
領域の輝き
を受け取る
球であると
しなければ
ならない

かくて、大いな
る光はとどまり
ながら照らし、
その中心の光
から、それのロ
ゴスに相当する
輝きが周囲に広
がっていくので
ある

19�そして他のものたち
が同時に輝くのである
が、その或るものが自
らの位置にとどまりなが
ら輝くのに対して、別の
或るものは、自分の輝
きに照らされているもの
の華麗さに魅惑され
て、さらに下へと降りて
いくのである

そしてさらに
は<照らされ
ているもの>
が多くの世
話を必要と
するので

ーーちょうど嵐の海を漂う
船の舵取りたちが、その船
の世話に多大の関心をはら
い、知らずしらずのうちに自
分自身を忘れてしまって、
しばしば自分も難破した船
と一緒に海に呑み込まれて
しまう危険を冒すことになる
ようにーー

それらの魂たちも、
彼ら自身のことには
少しも注意を払わ
ずに深みに落ち込
んでしまい、ついに
は魔法の鎖に縛ら
れて自然の世話に
追われ、虜になって
しまうのである

27�しかし、もし個
別的な生きものが、
宇宙もそうであるよ
うに、完全で欠けた
ところがなく外から
の影響を受ける虞
れのない物体であ
れば、

�物体にそなわると
言われている魂も、
その物体にそなわ
ることはなかったで
あろうし、全体とし
て上方の世界にと
どまりながら、その
物体に生命を供給
したことであろう

魂にとってなぜ
肉体がそれほ
ど魅力的なの
であろうか？

18
だが、魂はやってく
る以前にロギスモス
（思考）を働かせ、ま
た逆に去った後も思
考を働かせるのだ
ろうか

λογισμός、
νοῡςと対照的
に用いられる

3�いや、思考の働き
は、魂がこの感性
界で困惑したり、気
遣いに追われたり、
弱体化の傾向をた
どったりしている時
に、その魂のなかに
生じてくるのである

なぜなら、知性
が自足性という
点で劣勢となる
時に、思考の働
きが必要とされ
てくるからであ
る

つまり、諸技術の分野
でも、技術家たちが行
き詰まっている時には
思考の働きが必要とさ
れ、困難に直面してい
ない時には技術が支配
して仕事を遂行していく
けれども、これと同じよ
うなものなのである

しかし、もし魂がか
しこでは思考を働か
せることなしに活動
するのであれば、ど
うしてなおも<ロギ
ケー（理性的（思考
的））な魂>でありう
るのだろうか

「周囲の事情が
必要とすれば」
と人は答えるだ
ろう、「魂はいつ
でも十分な考察
力を発揮できる
からである」

10�だが人は、
「思考」を、右に
述べたようなも
のと考えねばな
らないのである

なぜなら、もし人が思考を
「知性から間断なく生じて
魂たちに内在しているデイ
アテシス（状態）で、不動の
エネルゲイア（活動）であ
り、いわば反映である」と解
するのであれば、魂はかし
こにおいても、思考を働か
せることになるであろうから
である

14�しかし、たしかに−
ー私は思うのだがーー
知性界に居を占めてい
る魂がことばを用いると
は考えるべきではない
し、天界にあって物体を
持っている魂も、まった
くことばを用いることは
ないのである

静止している
活動
（ἐνέργεια�
ἑστῶσα）とは
知性の特性を
言う

つまり、この地上界に
は、実際上の必要や見
解の相違などによって
議論（διαλέγεσθαι）
される事柄があるけれ
ども、かしこには、その
ようなものはないので
ある

すなわち、かしこでは、
それぞれが秩序正しく
かつ自然の本性にした
がって行動するのであ
るから、命令することも
なければ相談すること
もなく、たがいに知らせ
ようとしている事柄など
も、直感的に理解する
ことができるのである

なぜなら、この
地上界において
さえ、われわれ
は多くのばあ
い、黙っている
者たちを彼らの
眼によって知る
ことができるか
らである

これに対して、かしこで
は物体はすべて清浄
で、それぞれがいわば
眼のごときものであり、
隠されたものもなけれ
ば捏造されたものもな
く、相手に話しかける前
に、相手は見ることによ
って知っているのである

ただし、「空中に住
むダイモーンたちや
魂たちは声を用い
る」と考えるのは、
何ら奇妙なことでは
ない。なぜなら、そ
れらはそのような特
徴をもった生きもの
だからである
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なお、魂の不可分
な部分と分割可能
な部分は、混ぜ合
わされたようになっ
て同一の場を占め
ているのであろうか

それとも、不可分な部分は
（分割可能な部分と）場も
有り様も異なっていて、分
割可能な部分はいわば続く
ものであり、それは、思考す
る働きを持っている部分と
持っていない部分とが別で
あると言われるように、魂の
別の部分なのであろうか

この問題に対する
解答は、「われわれ
が、その不可分な
部分と分割可能な
部分のそれぞれを
何であると言おうと
しているのか」が分
った時に、明らかと
なるであろう

7�さて、「不可分な」
ということばは、プラ
トンによって何の制
約もつけずに語られ
ているけれども、
「分割可能な」という
ことばは、何の制約
もつけずに語られて
いるのではないので
ある

すなわち、プラトン
は、「魂は諸物体の
領域では分割可能
なものとなる（『ティ
マイオス』）
35a1-3」のであっ
て、最初から分割
可能なものであった
わけではないと語っ
ているのである

だから、「物体の種族
は、生を得るためには、
そのうえどのような魂を
必要とするのか。魂の
いかなる部分が物体の
いたるところに、つまり
全体にそなわる必要が
あるのか」を見ていかな
ければならない

12�たしかに、魂の感覚
作用を行う部分は、もし
その全体が物体のすみ
ずみにゆきわたって感
覚作用を行うのであれ
ば、「その全体が分割さ
れることになる」と言わ
なければならない

なぜなら、その
部分は、物体の
いたるところに
ゆきわたってい
る限り、「分割さ
れている」と言
えるからである

しかし、その部分は全体と
して物体のいたるところに
現れるのであるから、その
限りにおいて、何の制約も
なしに「分割されている」と
言われるのではなくて、「諸
物体の領域においては、分
割可能なものとなる」と言
われるのである

15�だが、これに対し
て、もし人が、「その部
分は触覚作用のばあい
にのみ分割されるので
あって、それ以外の感
覚作用のばあいには決
して分割されているの
ではない」、と主張する
のであれば、

われわれは、
「他の感覚作用
のばあいにも分
割されているの
である」と主張
しなければなら
ない

なぜなら、魂のその部
分にあずかるのは物体
なのであるから、その
部分は、たとえ触覚作
用のばあいよりは少な
い程度にではあっても、
その物体のあずかる程
度に応じて分割される
ことになるのは必定だ
からである

それにまた、魂
の植物的な働き
を行う部分、つ
まり生長を司る
部分について
も、同様に分割
されると考えね
ばならない

さらに、もし欲望
が肝臓に関連
し、怒りが心臓
に関連している
のであれば、欲
望や怒りについ
ても、同じ事が
言えるであろう

しかし、おそらく物体
は、欲望や怒りをあの<
混ぜ合わせ>において
受け取るのではなくて、
おそらくは別の仕方で、
すなわち、<すでに受け
取られたもの>の或るも
のから、それらを受け取
るのであろう

24�だが、
思考や知性
は、どうなの
であろうか

それらは、も
はや自分自
身を物体に
関連させる
ことはしない
のである

なぜなら、
思考や知性
の持つ働き
は、物体と
いう道具を
通して成就
されるわけ
ではないか
らである

事実、もし
人が考察を
すすめるに
あたって物
体を加え用
いるならば、
その物体
は、考察の
妨げとなる
であろう

28�したがって、
魂の不可分な
部分と分割可
能な部分は、そ
れぞれが異なっ
た部分であっ
て、混ぜ合わさ
れて一つとなっ
ているのではな
いのである

その全体は<そ
れぞれがいず
れも純粋さを保
ち、異なった力
を持っている部
分>としての諸
部分から成る全
体なのである

しかしながら、<
諸物体の領域
では分割可能と
なる部分>で
も、もし上の領
域の力から不可
分性を得ている
とすれば、その
同じ部分が、

自己自身と上
方の領域から自
分にやってきた
力とのいわば混
じり合いによっ
て、「不可分で
あり、かつ可分
である」ことは可
能なのである
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だが、右に述べ
た魂の諸部分
や、その他<魂
の部分>と言わ
れているもの
は、そのすべて
が場所のなか
にあるのであろ
うか

それとも、右に述べ
た諸部分はいずれ
も場所のなかにな
いが、その他の諸
部分は、どこか場所
のなかにあるのであ
ろうか、あるいは魂
の諸部分は、どれも
みな場所のなかに
はないのであろうか

これは
慎重に
取り扱
わねば
ならない
問題で
ある

5�すなわち、も
しわれわれが魂
の各部分に特
定の場所を割り
当てないで、い
かなるところに
も据えず、

物体の内に
あるよりも、
むしろ外に
あるとすれ
ば、

われわれはその物
体を<魂のないもの
>とすることになっ
て、「物体を道具と
して用いる魂の働き
が、いかにすれば適
切に行われるのか」
を言うべき術を知ら
ぬことになるであろ
うし、

もし或る部分に
は場所を割り当
て、別の或る部
分には割り当て
ないのであれ
ば、

結局は、「われ
われの魂の全
体がわれわれ
のなかにあるわ
けではない」と
いうことになる
であろう

10�かくして要する
に、「魂のいかなる
部分も全体も、<場
所のなかにある>と
いう意味で物体の
なかにあるのでは
ない」と言わなけれ
ばならないことにな
る

つまり、場所は<包含するも
の>であり、<物体を包含す
るもの>なのであって、それ
ぞれの物体は、<そこにお
いてそれが部分に分けられ
たものとしてあるところのそ
の場所>にあるのであるか
ら、いかなる点においても
全体としてあることはでき
ないのである

だが、魂は
物体ではな
いし、<包含
されるもの>
であるより
は、むしろ<
包含するも
の>なので
ある

15�しかし
魂は、<容
器のなかに
ある>という
意味で物体
のなかにあ
るのでもな
いのである

なぜなら、たとえ容
器として魂を包含し
ていようと場所とし
て魂を包含していよ
うと、その物体は魂
のないものとしてと
どまっていたはずだ
からである

もしそうでなければ。魂
は自分自身に統合して
いるにもかかわらず、そ
の魂から容器への或る
種の伝達が行われて、
容器が分配にあずかっ
た分だけ、魂が損失を
こうむったことになった
であろう

20�なお、本来
の意味での場
所は、形体のな
いものであり、
物体ではないの
である

すると、その
場所が、な
ぜ魂を必要
とするので
あろうか

また、物体は自
分の縁
（πέρας、限界）
で魂に接するの
であって、その
物体それ自体
で接するのでは
ないでろう

なお、「魂は場
所のなかにある
ようにして物体
のなかにある」
という見解に対
しては、他にも
多くの反論が出
されるであろう

すなわち、場所は度
ごとに（それと）一緒
に移動するであろう
し、自己自身の場
所を運びまわるもの
は、（その場所のな
かにある）或るもの
そのものでなけれ
ばならないのである

25�しかし、もし場
所が広がりであれ
ば（アリストテレス
『自然学』
IV3,209b6）、なお
さら魂は、場所のな
かにあるようにして
物体のなかにある
のではないであろう

つまり広がり
は、「空虚」
でなければ
ならないの
である

だが、物体は空
虚ではなくて、
おそらく、その
なかに物体のあ
るとことのもの
が空虚なので
あろう

だから空虚（と
しての広がり）
のなかには、物
体がある（ので
あって魂がある
のではない）こ
とになるのであ
る

29�しかしな
がら、魂は
基体のなか
にあるように
して物体の
なかにある
のでもない
であろう

なぜなら、基体のなか
にあるものは、たとえば
色彩や形姿のように、<
それがそのなかにある
ところのもの>のパトス
（性情）であるから、そし
て、魂は分離しうるもの
であるから、である

30�しかし魂
は、部分が全体
のなかにあるよ
うにして、物体
のなかにあるの
でもないのであ
る

なぜなら、
魂は物体の
部分ではな
いからであ
る

だが、これに対
して、もし人が、
「魂は全体とし
て生きもののな
かの部分であ
る」と主張する
のであれば、

まず、「魂はどの
ような仕方で全
体のなかにある
のか」という、同
じ難問に直面す
ることになるで
あろう

なぜなら、事実、魂は、酒
が酒の壷のなかにあるよう
な仕方で、あるいは壷があ
るような仕方で、物体のな
かにあるのではないし、或
るものそれ自体がそれ自身
のなかにあるような仕方
で、物体のなかにあるので
もないからである

35�しかし
魂は、全体
が諸部分の
なかにある
ようにして
物体のなか
にあるので
もない

なぜなら、
「魂は全体
で、物体は
諸部分であ
る」というの
は馬鹿気た
ことだから
である

しかしまた魂
は、形相が素材
のなかにあるよ
うにして物体の
なかにあるので
もないのである

素材に形相
が与えられて
物体となり、
そこに魂がや
って来る

なぜなら、素材
内の形相（最下
位のロゴス）は
分離しえないの
であるし、それ
に、その形相は
すでにある素材
よりも後のもの
だからである

これに対して、
魂はその形相と
は別ものであっ
て、その形相を
素材のなかに
作りだすものな
のである

素材に最初に
影響を与える
のは魂であ
る？形相とし
て生じるの
か？

だが、もし人びとが、
「魂は素材のなかに生
じている形相ではなく
て、素材から分離して
いる形相である」と主張
するとしても、また、「そ
の形相が、どのようにし
て物体のなかにあるの
か」は明らかではないの
である

では、人はみ
な、どうして「魂
は物体のなかに
ある」と言うので
あろうか

おそらく、魂は
目に見えないけ
れども、物体は
目に見えるから
であろう

39�だから、わ
れわれは物体を
見て、それが動
いたり知覚した
りするので、こ
れを魂のあるも
のと考え、「その
物体は魂を持っ
ている」と言うの
である

してみると、わ
れわれはそのよ
うな考えから
「魂は物体その
ものに内在して
いる」という結論
を導き出すこと
になるのであろ
う

だが、もし少なくと
も、「魂が生命のい
たるところに含ま
れ、その隅々にまで
等しくゆきわたって
いる」のを実際に目
で見たり、感覚した
りすることができた
なら、

われわれは、「魂が物体のなか
にある」とは言わず、むしろ、
「支配力のある高度なもののな
かに支配力のない低度のもの
があり、結合させるもののなか
に結合させられるものが、そし
て流動しないもののなかに流
動するものがある」と言ったこと
であろう

この時点でプロテ
ィノスは、魂が物
体に内在するので
はない、ということ
を十分な根拠では
言えていない
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では、どうだろうか。
魂はどのような仕方
で物体にそなわっ
ているのだろうか

もし人が自分で
そのそなわり方
を説明するので
はなくて、逆に
尋ねるとした
ら、われわれは
何と答えたもの
だろうか

それに、魂
は全体とし
て、同じよう
な仕方で物
体にそなわ
っているの
であろうか

それとも、
魂の部分が
ちがえば、
そのそなわ
り方もちがう
のであろう
か

4�さて、或るものの
或るものへの内在
の仕方について、い
ま述べられた方式
は、そのいずれも、
魂の物体に対する
関係には適切では
ない。これは明らか
である

しかし、「魂は、
船内の舵取りの
ようにして、物
体内にある」と
いう説がある（ア
リストテレス『魂
について』
II1,412b）

これは、魂が物体から分離
しうるものであるという点に
ついては当を得た説明であ
るとしても、いまわれわれの
求めている（魂の物体への
内在の）仕方や意味につい
ては、何ら明らかにしてい
ないと考えてよいであろう

なぜなら、舵取りを単な
る航海者と考えるときに
は、彼が船内にいるの
はあくまでも付帯的なこ
とにすぎないけれども、
彼を舵取りとして考える
ときには、彼はどのよう
な仕方で船内にいるの
であろうか（が説明され
ていない）

10�というのも、舵
取りは、「魂が物体
に内在している」よ
うにして、船の全体
に位置を占めてい
るのではないからで
ある

しかし、もしそう
なら、魂は次の
ような意味で、
すなわち、「技
術がたとえば舵
のような道具の
なかにあるとい
うような意味で

ーーそのばあい、も
しその舵が魂のあ
るものであれば、そ
の舵を技術に適っ
た仕方で動かす舵
取りの術が、その舵
に内在しているこに
なるがーー

そのような
意味で、魂
は物体に内
在している」
と言えばよ
いのだろう
か

だが、実際に
は、魂と技術は
次の点で、すな
わち、技術は外
から道具に作用
を及ぼすという
点で、異なって
いると考えねば
ならないのであ
る

10�それなら、
舵のなかにはい
りこんでいる舵
取りのたとえに
したがって、魂
は自然的な道
具としての物体
に内在している
とみなせば、ど
うであろうか

ーーというの
は、魂は何かを
なさんと欲する
時には、そのよ
うな仕方で物体
を動かすからで
あるが

ーーはたして、
このようにみな
せば、現在のわ
れわれの探求に
何か役立つこと
があるのだろう
か

いや、われわれ
はふたたび、
「魂はどのように
して、その道具
に内在している
のか」という難
問にぶつかるで
あろう

もっとも、このばあいの
魂の内在の仕方は、前
にわれわれの取りあげ
た問題とはちがってい
るけれども、しかしなお
われわれは、問題の核
心となっているものに近
づき、これを明らかにす
ることを望むのである

この時点でプロテ
ィノスは、魂が物
体に内在するので
はない、ということ
を十分な根拠では
言えていない
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それでは、魂が物
体にそなわている
時には、はたして、
「その魂は、光が空
気にそなわっている
ようにして、物体に
そなわっている」と
言うべきなのであろ
うか

というのは、光も空気にそ
なわっているけれども、（別
の意味では）そなわってい
るのではなく、空気の全体
にそなわっているけれども、
そのいかなる部分とも混じ
り合わず、空気は流れさっ
ていくけれども、光は静かに
とどまっているからである

そして空気は、光の
ある領域から外に
出る時には光をまっ
たく持たずに去って
いくのであるが、光
の配下にある限りは
照らされているので
ある

したがって、このば
あいにも、「光が空
気のなかにある」と
言うよりは、「空気
が光のなかにある」
と言ったほうが正し
いことになるのであ
る

8 だからプラトンも、万
有の生成を説明するに
あたっては、魂を宇宙
の身体のなかにおくこと
をせずに、宇宙の身体
のほうをその魂のなか
におくという適切な措置
をとったうえで（『ティマ
イオス』
34b4,36d9）、

その魂には身体を
包含している部分
と、身体をまったく
包含していない部
分ーーこれは明らか
に、身体が必要とし
ない魂の諸能力の
ことであるーーとが
ある」と述べている
のである

それにま
た、この宇
宙の魂に言
えることは、
他の魂たち
（個々の霊）
にも言える
のである。

なぜなら、「その魂の持つ他の諸能
力も身体にそなわっている」と言う
べきではなく、「身体の必要とする
諸能力のみが身体にそなわり、し
かも、それらはそなわっているけれ
ども、身体の諸部分のなかに据え
られているのでもなければ、また身
体全体のなかに据えられているの
でもない」と言うべきであり、

そして、「感覚作用という点
からみれば、感覚能力は感
覚作用を行う身体の全体に
そなわっているけれども、実
際の活動という点からみれ
ば、それぞれ異なった能力
が異なった部分異そなわっ
ている」といわなければなら
ないからである
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そして私は、次
のような考えで
述べているので
ある

すなわち、魂のある
身体（もしくは物体）
というものは、実際
には魂によって照ら
されているのであっ
て、その身体の部
分は、それぞれが
異なった仕方で魂
にあずかっているの
である

ギリシア語で
は、物体にも身
体にも、σῶμα
という言葉があ
てられている

そしてその魂は、器
官(ὄργανον�道具
の原語でもある)が
その働きを適切に
遂行できるように
と、その仕事に適し
た力（δύναμις）を
割り当てらのである

かくして、知ってのとお
り、「目には見る力があ
り、耳には聴く力が、舌
には味わう力が、そして
鼻には嗅ぐ力がある」と
言われるのであるが、こ
れに対して、触れる力
のほうは、「身体全体に
そなわっている」と言わ
れるのである

というのも、
この感覚に
関しては、
身体全体が
魂にとって
の器官だか
らである

10�なお、触覚
の働きをする器
官は諸神経の
末端にあり、こ
れらの神経こ
そ、生あるもの
を動かす力を持
っているのであ
って、

魂のそのような
力はここ（神経）
において伝えら
れるのである
が、それらの神
経は脳にその源
をもっているの
であるから、人
人は感覚や衝
動の源を、

いや、一般的に
言って、生ある
もの全体の源を
脳に求めたので
ある（『パイドン』
96b5-6）

解剖学的な
知識が存在
するということ

なぜなら、「諸
器官の源のある
脳にこそ、それ
らの器官の使用
者たるべきもの
（としての魂）も
席を占めてい
る」と考えたから
である

15�ーーい
や、むしろそ
の力の活動
の始発点が
そこにある、
と言ったほう
がよいかも
しれない

ーーというのも、そ
こから器官が動かさ
れることになってい
るあの場所（脳）に、
その器官に恰好の
力を、すなわち技術
者の持つあの力を
いわば据えるように
しなければならなか
ったから、

ーーいや、むしろ、力ではな
くーーというのは、力という
ものは、その身体のいたる
ところに及んでいるからで
あるがーーその力の活動の
出発点を、器官の源である
あの場所（脳）に据えるよう
にしなければならなかった
からである

22�さて、<感覚作用を
行ったり表象作用を行
ったりする魂の持つ、感
覚する力や衝動を与え
る力（アリストテレス『魂
について』III10, 433b 
28-29）>は、自分のす
ぐ上に<思惟する力>を
持っていて、

自分がそれの上座を占
めている部分、すなわ
ち下位の劣った部分と
隣接しているのである
から、だから、その力は
昔の人びとによって、生
あるもの全体のいちば
ん上の部分、すなわち
頭脳に位置を与えられ
たのである

25�とはいっていも、
脳のなかにあるとい
う意味でではなく
て、彼らによって脳
のなかに据えられ
た（魂の）感覚する
部分のなかにあると
いう意味でではあっ
たが…

というのも、魂の感
覚する部分はこれ
を身体に、それも、
身体のとりわけその
活動を受けいれ易
い部分に割り当てな
ければならなかった
のであるし、

身体のいかなる部分ともま
ったく関係しない部分のほ
うは、あの（魂の感覚する）
部分と、つまり<魂の、しか
も、思惟から伝えられた事
柄を把握することのできる
魂のエイドス（種族）である
あrの部分>と関係を持たな
ければならなかったからで
ある

つまり、魂の感覚する部
分は、或る意味では判
定する部分であり、表
象する部分は、いわば
知的な部分であって、
衝動や欲求は、表象や
思惟からしょうずるので
ある

それゆえ、魂の思
惟する部分は、場
所のなかにあるよう
にしてかしこにある
のではなくて、かし
こにある部分がそれ
を享受するがゆえ
に、かしこにあると
言われるのである

これに対して、魂の
感覚する部分のば
あいに「かしこにあ
る」とはどのような
意味なのかは、す
でに述べられたの
である

24
しかし魂は、身体か
ら離れると、どこに
行くのであろうか

おそらく、肉
体を離れた
魂は、この
世にはとど
まらないで
あろう

この世には、とにかくその魂
を受け入れるのに適してい
るものは何もないのである
し、<その自然的状態から
して、その他mしいを受け
入れるのに適しなくなって
いるもの>のもとにその魂
がとどまるのは、不可能な
ことでもあるのである

ただし、その魂
が愚かなるがゆ
えにその肉体に
属する或るもの
に執着し、その
或るものゆえに
その肉体に惹か
れるばあいに
は、話は別であ
る

だが、もし魂がそのよう
な肉体的なものを持つ
ならば、その魂は自分
の宿っていた肉体とは
別の肉体に宿り、その
肉体がそこにありかつ
生じることを本性として
いるその場所で、その
肉体にしたがうことにな
るのである

8�しかし、それぞれの
場所も多様なのである
から、その（住まいの）ち
がいは、それぞれの魂
の状態に由来するとと
もに、また諸存在を支
配する裁きにも由来し
ているのでなければな
らないのである

なぜなら、不正
な行為のゆえに
当然受けるべき
罰を逃れえた者
は、いまだかつ
ていないからで
ある

つまり、神的な
法は、自分の下
した判決事項を
自分の手で執
行する顕現を、
自己自身のうち
に持っているの
であるから、逃
れることはでき
ないのである

そして、有罪の
宣告を受けた人
は、たとえ自分
では気付かなく
とも、受けるに
ふさわしい罰へ
と導かれるので
あって、

何度も失敗を重ねなが
ら上へ下へとさまよいつ
つ、ふらふらとあちこち
に移動し、結局は、度
重なる労苦に疲れ果て
た者のように、自分にふ
さわしい場所へと堕ち、
自分の意図しない罰を
受けることになるのであ
る

16�しかしこの法には、「どの程
度の罰をどれ程の期間にわた
って受けねばならぬか」が述べ
られているだけではなくて、他
方では、万物を支配する調和
の力に基づいて、<罰の許し>
が出ると同時に<あの場所から
上の世界へと逃れる力>が働く
ようにもなっているのである

しかし、魂たち
は、肉体を所有
している時に肉
体ゆえの罰に気
付く能力をもっ
てもいるのであ
る

だが、肉体的なも
のから清浄で、肉体
のいかなる部分も
引きずっていない魂
たちは、当然のこと
ながら、「肉体のど
の領域にも位置を
占めていない」こと
になるであろう

それゆえ、もし肉体のどの領域
にも位置を占めていないのであ
れば、−ーというのは、肉体を
持ってもいないからであるがー
ーそのような魂は<ウオシアー
（有）>や<ト・オン（真実在）>や
<神的なるもの>のあるところ
で、それらと一緒に暮らすこと
になるであろう

しかし、もし君が、
それでもなお、その
ような魂がどこにあ
るのかと尋ねるの
であれば、君は、あ
の神的なるものた
ちがどこにあるのか
を尋ね求めねばな
らぬ

しかし探求に際して
は、それらを肉体の
眼でもって求めては
ならないし、また諸
物体を探求する人
のようにして求めて
もならないのである
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ところで「記憶」につ
いては、

この感性界を後にして自分の
みになった魂たちが記憶してい
るのか、それとも、或る魂たち
は記憶しているけれども、別の
魂たちは記憶していないのか
や、

自分に起こった出来事のすべ
てを記憶しているのか、それと
も、或る特定の出来事だけを記
憶しているのかが、

それに、魂たちは常に記憶して
いるのか、それとも、この世を
離脱したばあかりのわずかな
時だけ記憶しているのかなど
があるが、

これらはい
ずれも等し
く考察に値
する問題で
ある

5�しかし、これらの
問題に関する探求
を正しく行うために
は、「記憶する力を
持っているものは、
いったい何であるの
か」を把握する必要
がある

そこで私は、「記憶
とは、何であるか」
をではなくて、「記
憶は、もともと諸存
在のうちで、どんな
ものに生じることに
なっているのか」を
問題にするであろう

7�なぜなら、記憶の何
であるかは、他のところ
で何度も繰り返し述べ
られたけれども、「その
本性において記憶する
力を持っているものは、
いったい何であるのか」
という問題は、もっと的
確に把握する必要があ
るからである

10�そこで、もし記憶の働き
が、学習内容のそれであれ
経験内容のそれであれ、後
から獲得された或るものに
かかわるのであれば、諸存
在のうちの、外的な作用を
受けないものや時間的な制
約を受けないものには、とも
に「記憶」は生じなかったで
あろう

だから、神
の領域にも
真実在や知
性の領域に
も、記憶を
想定しては
ならないこと
になる

なぜなら、
それらのも
のには、外
からいかな
るものも加
えられず、
時間さえ加
えられない
からである

15�すなわち、真実
在の領域にあるも
のは永遠であって、
そこには「より先」も
「その次」もなく、変
化を受けることはな
いから、常にあると
おりのものとして同
一の状態を保って
いるのである

だが、常に
同一・同様
の状態を保
っているも
のが、どうし
て記憶を持
ちえようか

それは、以前に或る状態を持っ
ていて、その後で別の状態を
持ったり獲得したりすることはな
いのであるし、ノエーシス（直知
作用）が変わることもないので
あるから、直知作用が変わって
以前に持っていた直知作用に
対する記憶を持つこともないの
である

しかし、同一の状態
を保っているもの
が、自己自身の状
態を変えることなし
に、たとえば宇宙の
回転運動のような、
自分以外のものの
変化を知るとして
も、何の支障があろ
うか

いや、なぜなら、その同
一の状態を保っている
ものは、回転するものの
変化を追いながら、前
後の別を直知するので
あって、<ト・ノエイン
（直知すること）>と<ト・
ムネモネウエイン（記憶
すること）>は別だから
である

24�それで人
は、同一の状態
を保っているも
のに固有のノエ
ーセイス（直知
作用）を「記憶」
と言ってはなら
ないのである

つまり、その直
知作用は外来
のものではない
のであるから、
それが去ってし
まわないように
と、しっかり保持
する必要はない
のである

もしそうでなけれ
ば、その同一の状
態にあるものは、自
己自身のウーシア
ー（有性）が自分か
ら去ってしまうこと
のないように、と怯
えなければならない
ことになるであろう

28�それゆえわれわ
れは、「魂は生来の
ものとして持ってい
るものを思い出す」
と言うばあいと同じ
意味で、「魂は記憶
している」と言って
はならない

いや、むしろ、そのばあいには、
「魂はこの感性界にあるからこ
そ、生来のものを持っているの
でああって、しかもそれにした
がって活動しているのではない
し、特にこの感性界にきたばか
りの魂にとっては、そうである」
と言わなければならないのであ
る

だが、すでにその「活動
している」ことに関して
ーー昔の人びとは、自
己自身の持つものにし
たがって活動している
魂たちに、記憶やアナ
ムネーシス（想起）を付
与しているように思える
のである

したがって、
それは別種
の記憶であ
ることになる

だからまた、そ
のような意味で
記憶と言われて
いるものには、
時間も不可され
てはいないので
ある…

35�しかし、これ
らの問題に対す
るわれわれの態
度は注意を欠
き、厳密さを書
いているかもし
れない

なぜなら、人は、おそらく、
「そのような意味での想起
や記憶は、あの魂の働きで
はなくて、別のより漠然とし
た魂の、あるいは魂と肉体
の合成体としての生あるも
のの、働きではなかろうか」
と疑問を提出するだろうか
らである

それでは、
その記憶が
別の魂の働
きであるとし
てみよう

すると、その
魂はいつ、
どのようにし
て、その働
きを持つの
であろうか

あるいは、そ
の記憶が生
あるものの
働きである
としてみよう

すると、その
生あるもの
はいつ、どの
ようにして、
その働きを
持つのであ
ろうか

だから、われわ
れは探求の原
点に帰って、わ
れわれのなか
で記憶を持つも
のが何であるか
を探求しなけr
ばならない

そして、もし記
憶を持つものが
魂であれば、ど
んな力が、ある
いはどんな部分
が記憶を持つの
かを探求しなけ
ればならない
し、もし生あるも
のが

ーー或る人
びとはそれ
を<感覚す
る力を持っ
ているもの>
とも考えて
いたのであ
るがーー

記憶を持つのであれ
ば、その生あるものはど
のようにして記憶を持
つのか、そして、その生
あるものを、いったい何
であると言わなければ
ならないのかも探求し
なければならないであ
ろうし、

36�しかしさら
に、生あるもの
には、魂の植物
的な働きを司る
部分も、すなわ
ち、生長や栄養
を司る部分も、
決して欠けてい
ないのである

その部分は生あ
るものを血液で
養うのである
が、その生ある
ものを養う血液
は血管のなかに
あり、血液や血
管の源は肝臓
のなかにあるの
である

これらのことか
らして、魂の植
物的な働きをす
る力がそこに据
えられることに
なって、魂の欲
望を司る部分は
そこに住むこと
が認められたの
である

なぜなら、知っ
てのとおり、<産
み、養い、生長
をもたらすもの
>がそれらを欲
するのは、また
必定でもあるか
らである

なお、稀薄で軽く、鋭敏で
純粋な血液は、激情には恰
好の道具であるから、その
血液の泉すなわち心臓は
ーーというのは、そのような
血液は、そこで分泌される
からであるがーー煮えたぎ
る激情の恰好の住まいとさ
れているのである

それにまた、「同一
のものが完成的な
ものを把握し、かつ
また知性的なもの
も把握する」と考え
ねばならないのか、

それとも。「感性的
なものを把握するも
のと知性的なもの
を把握するものと
は、それぞれ別であ
る」と考えねばなら
ないのかという問題
も、

探求しなけr
ばならない
であろう
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かくして、もし魂
と肉体の合成体
としての生ある
ものが、現に活
動している感覚
のうえいにある
とすれば

ーーだから、「感
覚作用は、魂と
肉体に共通する
働きでもある」と
言われるのであ
るがーー

その感覚作用は、たと
えば孔をあけたり布を
織ったりするような働き
でなければならず、した
がって感覚作用におい
ては、魂は技術者に相
当し、肉体はその道具
に相当することになる

すなわち、肉体が<外から
作用を受けるもの>であり、
<魂に仕えるもの>であるの
に対して、魂は<肉体の受
けた刻印をいや、肉体を通
しての刻印を、いや。むし
ろ、肉体の作用に基づいて
自分の下した判定を受けr
とめるもの>であるのである

9�それで生あるものに
おいては、右のような観
点からして、「感覚は魂
と肉体に共通する働き
である」と言えるであろ
うが、しかし記憶のほう
は、これを<魂と肉体に
共通する働き>とする必
然性はないのである

魂は印影を

ーーたとえその
印影を保持しよ
うと失おうと、そ
ういうことには関
係なくーー

すでに受け
とめている
からである

だが、人は、われわれ
が肉体のクラーシス
（質）の如何によって記
憶力のある者となった
り、忘れっぽい者となっ
たりすることから判断し
て、記憶することも魂と
肉体に共通する働きで
あると推測するかもしれ
ない

13�しかし、たとえ
そうであっても、「肉
体は記憶の妨げと
なったり、ならなか
ったりする」とは言え
るであろうが、やは
り、記憶することは
魂の働きであるで
あろう

それに、「学習知の
ばあいに、これを記
憶するのは共通す
るもののほうであっ
て、魂がこれを記憶
するのではない」な
どということが、どう
してありえようか

他方、仮に、「魂と肉体
の合成体としての生あ
るものは、魂と肉体から
なる別のものである」と
してみると、まず、「そ
の生あるものは、肉体
でもなければ魂でもな
い」という、馬鹿げたこと
を言っていることになる
であろう

20�というのも、事実、生あ
るものは、魂と肉体とが変
化することによって、両者と
は別のものとして生じるの
でもなければ、魂と肉体が
完全に混じり合ってしまっ
て、魂はただ可能態として
その生あるものに内在して
いるのでもないからである

それに、たとえ、そのよ
うにして両者が混じり合
っていたとしても、やは
り記憶することは魂の
働きなのであって、それ
は、混合蜂蜜酒のなか
に甘味がるとしても、そ
の甘味は蜂蜜から生じ
ているようなものなので
ある

それでは、
次のように
考えてみれ
ば、どうであ
ろうか

すなわち、「たしか
に魂自体が記憶す
るのであるが、その
魂が感性的なもの
の印影を受け取っ
てこれを自分のもの
とすることができる
のは、

その魂が肉体のな
かにあるので純粋
清浄ではなく、いわ
ばその肉体によって
何らかの質を付与
されているからであ
り、肉体のなかにし
っかりした足場のよ
うなものを確保して
いるから、

その印影を受け
取ることも可能
なのであるし、
その印影がいわ
ばすべり落ちる
こともないので
ある」と考えて
みるのである

30�しかしながら、
まず第一に、それら
の印影は大きさの
あるものでもなけれ
ば、印形のようなも
のでもないし、また
反発作用、もしくは
刻印作用のようなも
のでもないのである

ーーなぜな
ら、そこには
押しつけそ
の他の、蝋
のばあいに
見られるよう
な作用はな
いからであ
る

ーーむしろ記憶
の様式は、たと
え感性的なもの
を対象としてい
るばあいでも、
一種のノエーシ
ス（直知作用）
のようなものな
のである

だが、直知作用
のばあいに、何
をもって反発作
用と言えばよい
のであろうか

あるいは、魂は
自分の協力者と
して、肉体もしく
は肉体に伴う性
質を、なぜ必要
とするのであろ
うか

35�さらに魂は、
自分自身の動
については、む
ろんこれを記憶
していかなけれ
ばならないので
ある

たとえば、自分
が欲したことと
か、自分の欲し
たことを享受も
しなかったし、
その欲求の無い
用が肉体に達し
もしなかったこ
となどの記憶が
それである

というのも、肉
体は自分のとこ
ろに達しなかっ
た事柄について
は、何ら語る術
を持っていない
からである

それに、元々肉
体のまったくあ
ずかり知らぬこ
とを、魂が肉体
の協力得て記
憶するなどどい
うことがどうして
ありえようか

39�むろん、そのようなこと
はありえないのであって、わ
れわれは、「肉体を通して
の作用は魂に達して終わる
けれども、もし魂が或るもの
であり、或る種のピュシス
（実在）であって、自分の働
きを持っているのでなけれ
ばならないとすれば、

魂のみの作
用もある」と
言わなけれ
ばならない
のである

だが、もしこのとお
りであれば、魂は欲
求を持っていること
にもなるし、したが
って欲求に関する
記憶も、欲求の成
就・非成就に関する
記憶も持っているこ
とになる

なぜなら、
事実、魂と
いう種族は、
流転するも
のどもの領
域に属する
ものではな
いからであ
る

もしそうでなければ、われ
われは魂に、シュナイステ
ーシス（意識）もパラコルー
テーシス（自覚）も認めない
ことになるであろうし、さら
にはまた一種のシュンテシ
ス（統括力）もシュネシス
（理解力）も認めないことに
なるであろう

46�というのも、事
実、「魂がそれらの
いかなるものも自己
の本性の内にある
ものとしては持って
おらず、それらを肉
体のなかで受け取
る」などということ
は、決してないから
である。

いや、むしろ魂
は、<その働き
を成就するため
には肉体の諸
器官の協力を
必要とするよう
な諸活動>を持
ってはいるけれ
ども

ーーそして
魂は、それ
らの働きを
成就する能
力を携えて
肉体にきた
のであるが
ーー

他方では、
<すでに働
きを実現し
ている諸活
動>も携え
てきたので
ある

50�なお、記
憶の働きに
とっては、肉
体は障害に
さえなるの
である

なぜなら、この感性界にお
いては、或るものが魂に付
け加えられると、忘却が生
じるけれども、その或るもの
が除去されて、魂が浄化さ
れると、記憶があたまをも
ちあげてくることもしばしば
だからである

それに、記憶は
<モネー（とどま
り）>なのである
から、物体と言
う流動する種族
は忘却の原因
であって、記憶
の原因でないの
でなければなら
ないのである

だから人
は、「忘却の
河とはこれ
（肉体）であ
ると考える
こともできる
であろう

以上の論証
からして、そ
れ（記憶）は
魂のパテー
マ（状態）で
あるとしな
ければなら
ないのであ
る
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だが、どんな魂
が記憶を持つの
であろうか

われわれから「より神的な」と呼
ばれている魂が、すなわち<わ
れわれがそれにしたがって「わ
れわれ」としてあるところの魂>
が記憶を持つのであろうか

それとも、全体者（の魂）に由来
する別の魂（宇宙の魂の影とし
ての魂）が、記憶を持つのであ
ろうか

いや、「そのいずれの魂
も記憶を持っているの
であって、それらの記憶
の或るものは（いずれか
に）固有の記憶であり、
別の或るものは（いずれ
にも）共通の記憶であ
る」と言わなければなら
ない

すなわち、その
二種の魂が一
緒になっている
時には、それら
の記憶は全体と
して一体をなし
ているけれど
も、

それらの魂が別々に離れ、
両者が独自の存在を保っ
ている時には、どちらの魂も
自分自身に関する事柄につ
いてはこれを長時間にわた
って記憶しているけれども、
別の魂に関する事柄につい
てはこれを短い時間しか記
憶していないのである

とにかく（ホ
メロスの伝
えるところに
よれば）、ハ
デスのヘラ
クレスの影
は

ーーというの
は、思うに、
この「影」も
「われわれ」
とみなさな
ければなら
ないからで
あるがーー

この世の生活をおく
っている時に行われ
たすべてのことを記
憶しているのであっ
て、それは、この世
の生活こそ、とりわ
けその影自身のも
のであったからであ
る

10 だが、（ホメロスによれ
ば）、他の魂たちはなおも（神的
な魂と影としての魂の）合わさ
ったものであるにもかかわら
ず、しかし、それでも、自分の
口からは、この世の生活に関す
る事柄や正義にかかわること以
外には、何も語ることができな
かったのである（ホメロス『オデ
ィッセイア』11,405）

他方、影を伴わぬ
ヘラクレスその人
（神的な魂）のほう
は、何を語ったので
あろうか。それらに
ついては述べられ
ていないのである。

14�それでは、別の
魂は、（影としての
魂や肉体的なもの
から）自由になっ
て、ただ自分のみと
なった時に、何を語
るのであろうか

とにかく（肉体
的な）或るもの
を引きずってい
る魂は、人が行
ったり受けたりし
たことのすべて
を語るであろう

だが、死後、時がたつ
につれて、以前の生活
に基づいた別の事柄の
記憶が現れたりもして、
結局のところその魂は、
この世の事柄の記憶の
或るものはこれを軽視
し、無視してしまうので
ある

つまり、その魂
は肉体から浄化
されるにしたが
って、この感性
界にある時には
記憶になかった
ことも思い出し
てくるわけであ
る。

だが、もしその魂が別の肉体に
宿っていて、その肉体を去った
のであれば、その魂は外的な
生活に関する経験について、た
った今捨て去ってきたものがい
かなるものであるかを語るとと
もに、以前の生活に関する多く
の事柄についても話をするであ
ろう

しかし、時がた
つにつれて、そ
の魂はそのつど
外から与えられ
た諸経験の多く
はこれを忘却し
てしますことで
あろう

しかし、それで
は、純粋にただ
自分のみとなっ
た魂は、何を記
憶しているので
あろうか

いや、この問題
を検討する前
に、記憶するこ
とが魂のどんな
力にかかわりが
あるのかを調べ
てみる必要があ
るであろう
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はたしてわれわ
れは、感覚する
能力や学習する
能力によって記
憶するのであろ
うか

それとも、欲求
の対象を欲求
能力によって記
憶し、怒りの対
象を気概の能
力によって記憶
するのであろう
か

このように言う
のもーーと、人
は言うであろう
ーー楽しみを味
わうものと楽し
みをていきょう
するものを記憶
するものは同じ
だからである

とにかく、魂の欲求
する能力は欲求の
対象となるものが
再び眼の前に現れ
ると、自分が以前に
味わった楽しみによ
って、つまり明らか
に記憶によって刺激
されるのである

もしそうでな
けれb、他の
ものが目の
前に現れた
時に、どうし
て刺激され
ないのであ
ろうか

どうして、同
じように刺
激されない
のであろう
か

それゆえ、魂の
欲求する能力に
欲求の対象に
対する感覚をも
与えるとして
も、何の支障が
あろうか

9�とすると、魂の感覚す
る能力にも欲求を与
え、魂のあらゆる能力に
あらゆる機能を与えて、
そのなかの支配的な機
能にしたがって、それぞ
れの能力に呼び名が与
えられるとしても、何の
支障があろうか

いや、むし
ろ、魂のそ
れぞれの能
力には、異
なった意味
での感覚を
与えるべき
であろう

たとえば、見る能力
が見たのであって、
欲求する能力が見
たのではないけれ
ども、欲求する能力
は、その感覚からの
いわば伝達によって
刺激されたのであ
り、

12�したがって、
その感覚がどの
ようなものであ
るかを言うこと
はできないけれ
ども、意識せず
してその影響を
受けたのである

また気概のばあいも、見る
能力が不正を起こったん者
を見て気概が奮起したので
あって、それはたとえば、羊
飼いは羊の群れの傍らに狼
を見たのであるが、犬はた
とえ眼で直接にその狼を見
ていなくても、臭いやざわ
めきで掻き立てたれるのに
似ているといえよう

だから、確かに、魂の欲求
する能力は楽しみを味わっ
たのであり、かつて起こった
ことの痕跡を自己自身のな
かに持ち合わせてはいるで
あろうが、しかし、それを記
憶としてではなく、デイアテ
シス（状態）やパトス（情態）
として持っているのである

そして、その楽
しみを見たり、
かつて起こった
ことの記憶を自
分のところに持
ち合わせたりす
る能力は、欲求
する能力とは別
の能力なのであ
る

19�なお、このこと
については、「欲求
する能力のなかに
その能力にあずか
っているものがあっ
ても、記憶はそれを
知らないことも、し
ばしばである」という
事実が、その証拠
とあるであろう
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するとはたして、わ
れわれは「記憶」
を、魂の餡角する能
力に帰属せしめね
ばならないのであろ
うか

しかし、すでに述べ
られたように、もし
影（としての魂）にも
記憶があるとすれ
ば、われわれの感
覚する能力には二
通りあることになる
であろう

ーーなお、もしわれ
われの感覚する能
力がすなわち記憶
する能力でもあるの
ではなくて、記憶す
る能力は別の能力
であるのなら、われ
われの記憶する能
力には二通りあるこ
とになるであろう

ーーさらに、感
覚する能力が
記憶する能力で
もあるのであれ
ば、感覚する能
力は学問や思
想をも対象とす
ることになるで
あろう

いや、しかし少
なくとも、学問
や思想を対象と
するのは、感覚
する能力とは別
の能力でなけれ
ばならないので
ある

8�では、はたして、魂の
理解する能力を（知性
的な対象にも感性的な
対象にも）共通するもの
とみなして、その能力に
知性的な対象と感性的
な対象の両方に関する
記憶を割れ当てればよ
いのであろうか

確かに、感性的
な対象と知性的
な対象を理解
する能力が一つ
の同じものであ
れば、その考え
にも一理あるで
あろう

だが、もし理解
する能力が二
通りに区別され
るのであれば、
やはり記憶にも
二種あることに
なってしまうで
あろう

そして、もし（神
的な魂と影とし
ての魂の）二つ
の魂のそれぞ
れにその二種の
記憶を割り当て
るならば、記憶
は全部で四種
あることになっ
てしまうであろう

14�なお、一般的に
言って、われわれは
いかなる必然性を
もって、「感覚する
能力によって記憶も
する」とか、「同じ能
力によって感覚もす
れば記憶もする」と
か、

「われわれ
は思惟する
能力によっ
て、諸思想
を記憶する」
などと言う
のであろう
か

というのも、同じ人が思
惟することにおいても記
憶することにおいてもき
わめて優れているとは
限らないし、また同じ程
度に感覚力を働かせる
人びとが同じ程度の記
憶力を持っているとは
限らず、

それにまた、或
る人びとは鋭い
感覚を持ってい
るのに対して、
別の人びとは鋭
い感覚を持って
はいないけれど
も、記憶力を持
っているからで
ある

20�しかし逆に、もし「記憶
力と感覚力はそれぞれ別
でなければならないのであ
って、感覚力が先に感覚し
たことを別の能力が記憶す
る」のであれば、その別の
能力は、やがて自分が記
憶することになるものを記
憶する前に感覚するのでな
ければならない

いや、おそらく、「記憶す
ることになっている能力
にとっての感覚対象は
パンタスマ（表象）であ
り、表象する能力は別
であって、その能力に
記憶つまり保持が属す
る」と考えても、何ら支
障はないであろう

なぜなら、感覚の行き
つくところがこの表象能
力なのであり、感覚が
もはや作用していなくな
っても、ト・ホラーマ（視
覚像はこの表象する能
力に（残像として）そな
わっているからである

26�それゆえ、すでにな
いものの表象がたとえ
わずかな時間であって
も、この表象する能力
の側にそなわっていれ
ば、その時にはすでに
記憶の力が働いている
ことになるのである

だから、表象する能力
のもとに表象がわずか
な時間しかとどまってい
なければ、記憶はわず
かなものとなるが、表
象のとどまっている時間
が長いほど、記憶の力
も強くなるので、それだ
けもの覚えのよい人と
なるのであって、

そのばあいに
は、その力がい
ともたやすく変
わってしまって、
記憶が振り落と
され、捨てられ
てしまうようなこ
とはないのであ
る

したがって記憶
はこの表象する
能力の働きであ
って、記憶する
ことはこのよう
な表象に関連
があることなる
であろう

しかし人びとが記憶に関してそ
れぞれちがった状態にあるの
は、われわれの見解によれば、
彼らの持っている能力のちがい
によるか、それとも注意の有無
によるか、あるいは肉体的な気
質がそなわっているかいない
か、そして変容を与えるか与え
ないか、いわば混乱をひき起こ
すかによるのである

しかし、これらの
問題について
は、別のとこと
で取り扱うこと
にしたい
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だが、諸々のダ
イアノエーシス
（思考）にかか
わる事柄を記憶
するのは、魂の
どんな能力なの
であろうか

はたして、
表象する能
力が、それ
らをも記憶
するのであ
ろうか

むろん、ノエ
ーシス（知
性活動）の
すべてに表
象が伴うの
であれば、
その表象が

ーーそれは
いわばデイ
アノエーマ
（思想）の似
姿なのであ
るがーー

とどまること
によって、知
識対象の記
憶が成立す
ることになる
であろう

だが、もし
知性活動に
表象が伴わ
なければ、
別の解決法
を求める必
要がある

しかし、おそ
らく、ノエー
マ（観念）に
ともなうロゴ
ス（ことば）
の、表象す
る能力の受
けいれが記
憶なのであ
ろう

すなわち、観念
は部分のないも
のでまだいわば
郊外されていな
いので、気付か
れないまま内部
にとどまってい
るのであるが、

ことばがその内
容を観念から取
り出して展開し，
表象する能力の
ほうへ導いてい
って、その観念
をいわば鏡に映
しだすようにし
て示し、

そうすることによ
って、その観念
の把握ととどま
りが、すなわち
記憶が成立す
るのである

だから、魂は絶えず
知性活動を行って
いるのではあるけれ
ども、われわれがそ
の知性活動を把握
できるのは、それが
この表象能力の内
にはいってくる時だ
けなのである

つまり、知性活動と
その知性活動の把
握とは別なのであっ
て、われわれは絶え
ず知性活動を行っ
ているけれども、絶
えずこれを把握して
いるわけではないの
であるが、

その理由は「（内な
る）受領者が、知性
活動のみを受け入
れるのではなくて、
他方においては感
覚活動も受け入れ
る」ということにある
のである
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しかし、もし記憶が魂の
表象する能力の仕事で
あるけれども、すでに述
べられたように、二種の
魂のいずれもが記憶の
働きを持っているとすれ
ば、魂の表象する能力
には二種あることになる

とすると、その二種の魂が
別々になっている時には、そ
のそれぞれが別々に表象す
る能力を持っていることに
なるが、その二つの魂がわ
れわれのなかで一体となっ
ている時には、その二つの
能力はどのようになってい
るのであろうか

そのどちら
に記憶が生
じるのであ
ろうか

その二つの
表象能力の
どちらにも記
憶が生じる
のであれ
ば、表象は
いつも二重
になってしま
うであろう

というのも、まこと
に、そのばあいに
は、一方の魂の表
象能力は知性的な
ものを対象とし、他
方の魂の表象能力
は感性的なものを
対象とするわけでは
ないからである

もしそうでなけ
れば、たがいに
何ら共通点を持
たないまったく
別の二つのいき
ものがいること
になるであろう

そこで、もし
その二つの
魂のいずれ
にも記憶が
あるとすれ
ば、そのち
がいは何で
あろうか

8�それに、
どうしてわ
れわれは
（そのちがい
に）気付か
ないのであ
ろうか

一方の魂が他方の
魂に協和している時
には、両方の表象
能力は別々になって
いるのではなくて、
優れた魂の表象能
力が他方の魂の表
象能力を支配して
いるのであるから、

いわば一方に付き
添う影のような状態
で、また、小さな光
が大きな光の下に
広がっているような
状態で、そのパンタ
スマ（表象像）は一
つとなっているので
ある

だが、これに対して、両
者の間に争いが生じて
不協和状態がかもしだ
されると、他方の魂もそ
れ自身で単独に現れる
のであるが、その魂の
表象能力のなかにある
表象像は隠されたまま
になっているのである

15�というのも、
両者は一つの
領域に生じてい
て、一方の魂が
他方の魂の上
位を占め、その
上に跨がってい
るからである

それで、上位を占める
魂はすべてを観ており、
肉体から外へ出ても、
下位を占める魂に属す
る事柄のうちの或るも
のはこれを保持する
が、或る事柄はこれを
捨て去るのであって、そ
れはたとえば、

かつて劣った仲間たちと交
際していた人びとが、これ
に代えて別の優れた人びと
を友としたばあいに、劣った
仲間っちのことは少ししか
覚えていないけれども、より
優れた仲間たちのことはた
くさん覚えているようなもの
なのである
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では、友たちや
子供や妻に関す
る記憶について
は、どうであろう
か

それに、祖国に
ついての記憶
や、優れた人で
さえ覚えていて
もおかしくない
ような事柄につ
いての記憶につ
いては、どうで
あろうか

（劣った魂の）表象
する能力は、情念を
伴って右のそれぞ
れの事柄に関する
記憶を持つけれど
も、優れた人は、情
念を伴わずに右の
事柄に関する記憶
を持つのである

4�つまり、劣った魂の表
象する能力には最初か
らでも情念がそなわっ
ており、優れた魂に情
念がそなわるのは、た
とえその情念が洗練さ
れたものであるにせよ、
劣った魂との或る種の
交わりを持つ限りにおい
て、なのであろう

しかし、劣った魂が
優れた魂の諸活動
を記憶しようと努め
るのは適切なことで
もあり、その魂自身
がまた素性のよい
魂でもあるばあいに
は、とりわけそうな
のである

なぜなら、或る
種の（下位の）
魂は、その素性
からも、またより
優れた魂からの
指導によって
も、よりよき魂と
なりうるからで
ある

10�だが、
優れた魂の
ほうは、劣っ
た魂に由来
する事柄を
好んで忘れ
ようとするの
でなければ
ならない

というのは、一方の
魂が優れているば
あいに、他方の本性
的に劣った魂が、そ
の優れた魂によって
力ずくで制御されて
いることが可能だか
らである

だから、その魂の全
生涯が、たとえこの
世のそれであって
も、ただ優れた事柄
だけの記憶に満ち
ているような生涯で
あれば、話は別であ
るが、

そうでなけれ
ば、優れた魂
は、上位のもの
を熱望すればす
るほど、この世
の事柄を忘れる
度合いも多くな
ってくるのであ
る

なぜなら、この世におい
てさえ、「人の世の営み
の記憶からも離れなけ
ればならないことにな
る。したがって、もし人
が「善い魂は忘れっぽ
い」と言うのであれば、
そのことばは、このよう
な意味では正しいこと
になるであろう

その魂は多様
性の世界から逃
れ、無限なるも
のを後にして、
多を一へとまと
めるからである

つまり、その魂
はこのようにす
ることによって、
また、多とともに
あるのではな
く、軽くなって、
ただ自己自身
のみであること
にもなるわけで
ある

なぜなら、魂はたとえ
感性界に居を定めてい
ても、あの知性界にある
ことを欲するときには、
なおこの世にありなが
ら、真の自己にかかわり
のないすべてのものを
捨て去ってしまうからで
ある

してみると、そ
の魂は、あの知
性界では、この
世の出来事を
ほとんど覚えて
いないことにな
るであろう

天界にいる
時には、な
お多くのこと
を覚えてい
るのである
が…

そしてあの
英雄ヘラク
レスも、自
分自身の勇
敢な行為に
ついて話す
であろう

しかし他方には、それら
の事さえも些細なことと
考える人、もっと神性な
場所に移されている
人、知性界に座を占め
ている人、知者としての
賞を争うような競技にお
いて、ヘラクレスよりも
強力だった人がいるの
である


